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大管 長会 メ ッセー ジ

小さな奉仕の業

大管長 スベ ンサー ・W・ キ ンボール

実 際に仕えることによってこそ仕える方法力励 るとい
うことを、私は経験か ら学んだ。私たちは同胞のため

に働 くとき、そのことで同胞 を助けるこ とができるばか り

でな く、自分 自身の問題をも新 しい観点か ら眺めるごとが

で きるのである。私たちは他人のことに もっと関心 を'向け

るようにすれば、自分 自身のことで思いわず らう時間は少

くな くなる』奉仕の中にこそ主の約束があり、自分の命を

失 う者は、それを得 る.のである。(マ タイ10：39参 照)

このように私たちは、奉仕を通 して、人生における指針を

見つけるという意味で自分 自身を 「得 る」が、そ・ればか り

でな く、適切 な方法で同胞に仕 える度合を深めると、それ

に応 じて心に充実感 を覚えるのである。そして人々に仕え

るときに、幽ざらに意義ある存在者 となる。

ジョージ ・マ クドナル ドは、 「人と親 しく心を通わせる

ようになるのは、愛されることによるのではなく、愛する

ことによる」 と言った。だれしもが愛されなければな らな

，いのは当然だが、しか し、健全な人生 としっか りした 目的

意識を持ちたいと思ったら、いつ も受け るだけではなく、

与 えていなければならない。・

私たちは、奉仕 しようとする相手の人に、神がその入を

愛しておられ、その人のことを心にかけ、その必要を心に

留めておられるこ とを悟 らせ る必要がある。アロン神権の

年齢の若 きジョセブ ・ス ミスに、全人類に対する教えを託 』

そ うと現われたも うた父なる神 と御子イエス ・キリス トは、

この地球上のだれかにただ当て推量で姿を現わされたので

はなかった。主は、周到に計画されたその出来事を、 「主

なるわれ、この世に住める人々に襲い来るべ き禍 を知れば、・

わが僕 ジョセブ ・スミス(二 代 目)を 呼び天より語 りて彼

に誠命 を下せ り」(教義 と聖約1：17)と 言ってお られる。

神は何事 をも、その場その場の思いつ きではなく、常に

愛の深い父 として、目的をもって行なわれる。その目的は 層

私たちの知るところであ り、私たちもまた人生に 目的を持

っている。

神は私 たちを心に掛け、私たちを見守ってお られ る。し

か し、神が私たちの必要に応えられるのは、普通の場合、

人 を通 してである。それだか らこそ、私たちが神の王国で

互いに奉仕 しあうことが大切 なのである。教会員は、主の

弟子あ全国土が他国の領土に とり囲まれ ている飛び領土と ・

も言 う1べき信者の社会の中で、お互いの力と支えと指導を

必要 としている。教義 と聖約には、「弱きを扶け、垂れたる

腕を挙げ、か よわきひざを強 く」(教義 と聖約81：5)す るこ

とがいかに大切であるかが記されている。奉仕の行為が、さ

さやかな励 ましやごく日常的な仕事の地味な助けであるこ

とは多い。だが、 日常的な行為や、小さなしか し思いのこ

もった行ないから、何 と素晴らしい結果が生まれることか。

世の道 と神の道の対照が ますますきわだつ状況にあって、

教会員の信仰は、前にもまして厳しく試みられるであろう。

私たちにできる最 も大切 なことのひとつは、奉仕すること

によって自分の証 を示すことである。その奉仕は、霊的成

長 を生み、さらに奉仕の気持 を確固たるもの とし、戒め を

守る能力を高めて くれる。

25年 ほど前に、ステ ィーブン ・L・・リチャー ズ副管長は

私たちを奮起させ る言葉 を語った。

「平凡でありきた りな事柄ではあるが、私は、人生で最

も劇的で取 り組みがいのある大切なことはぐこの 『戒めを

守 る』 とい うことだ と、.長い間考えてきた。これによっで

自分の存在のすべてが試される。それは同時に英知や知識、

性格、そして知恵の表明であるd

霊性には大 きな安全が伴 う。そして》その霊1生は、奉仕

な くしては得 られないものである。

しかしなが ら」戒めを守っている人に奉仕するためあ励

み として必要なことは、新たに霊感や啓示 を受けることで

はな く、む しろすでに知っている事柄 をみたまによって呼

び覚 まさす という簡単なことである場合が多い。聖霊は私

たちの理解 と同様、記憶をも刺激する。従って私たちは、・

すでに正 しいと知っていることは行なわなければな らない。
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簡単なこと、わか りやすいこと、具体的なことを私たち

末 日聖徒がふさわしく生活 をして聖霊の感化 を受け、常に

聖霊を伴侶 として導 きを得なければならない理由は、ひと

つにはそのためである。技術の体得は確かに役立つが、聖

霊の導 きは、それよ りもはるかに大切である。

私たちが良い指導者 となるためには、自分 を助け、導き

教えてくれた人々の持つ特質 を折に触れて思い出す ことで

ある。 自分の人生に最も感化 を与えた人を2、3人 選ぶ と

しよう。重大な出来事に直面 した とき、また苦 しい ときに

具体的にその人たちのどんな援助があ りがたかったであろ

うか。

しばし考えてみれば、その人は真心か らあなたのことを

心配 し、あなたのために時間を取 り、あなたに とって必要

な ことを教 えて くれ たこ とがわかるであろう。今、自分

の召しにあってそれ と同じ根本的な特質を表わ しているか

どっか、自分を振 り返ってみていただきたい。技術が優れ

ていて特別 に大 きな影響を受けたか らその人のことがいつ

までも忘れられない、ということは少ないであろう。多く

の場合、自分を愛し、理解 して くれた、あるいは時間をと

って自分 を助けて くれた、または自ら模範 となって道 を示

してくれた という人が、心に思い出されるものである。そ

れだか らこそ、昔私たちが頼 りに した人たちと同 じことを、

今私たちを頼ーりとしている人々のために行なうことの大切

さは、い くら強調 して も足 りないほどであるp
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大いなる喜びの

おとずれ

地上 において共に神 の王国の建設 に力 を尽 くしておら

れる愛する同胞の皆様、そ して世のすべての人々へ

ベツレヘムで羊飼たちが天使から得た大きな喜びを、

このクリスマスの季節に味わうことができますように。

そしてそれが、永遠に続きますように。

復活の真実性を知り，永遠の生命を得る喜びを、平和

の君を通して得ることができますように。

そしてとりわけ、主の戒めを守ることにより、家族と

もども祝福と絶えることのない幸福を得ることができ

ますように。キリストがこの地上に授けたもうた賜は、

まさに 「喜び」の贈物だからです。

大管 長会 ス ベ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー

マ リオ ン ・G・ 日ム ニ ー

!
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キ リス トの象徴

十 二使 徒評議 員 会会 員

ゴ ー ドン ・B・ ヒ ン ク レー

この教会の生けるキ リス トの象

徴 は、十字架ではな く、私たち

の信仰に満ちた生活である。

75年 の3月 に 、私 た ち は ア リ ゾナ 神

19
殿 を一般 公 開 した。神 殿 の 改装が 完

成 した後 、25万 ほ どの 人々が 見学 に訪 れ

た 。一般 公 開の初 日に は 、他 の宗 派 の牧

師 た ちを来 賓 として招待 したが 、数 百 人

の牧 師 が この招 待 に応 じた。私 は 恵 まれ

て 彼 らに話 を し、 また見学 の最 後 に彼 ら

の 質問 に 答 える特権 が 与 え られ た 。私 は

彼 らに、 どの よ うな類 の質 問が 出 よ う と

も喜 んで答 える 旨 を告 げ た。数 多 くの 質

問 が 出 された 。 その 中に は、 あ るプ ロテ

ス タン トの牧 師か ら出 され た次の よ うな

質 問 が あ った。
「私 は この 建物 の 中 をす みか らす み ま

で見せ てい ただ きま した。 この神 殿 の正

面 には 、 イエ ス ・キ リス トの名が 掲 げ ら

れ てい ます 。 しか し、 どこ を捜 して も、

キ リス ト教 の象 徴 で あ る十字 架 を表 わす

よ うな もの は 、全 く見 当 りませ ん で した。

他 に もあ なた方 の教 会 の建 物 を見 て き ま

したが 、や は り十 字架 は あ りませ ん で し

た 。 イエ ス ・キ リス トを信 ず る と言 って

お られ るのに 、 これ は ど うして ですかd

私 は こ う答 え た。 「私 は 、同 じキ リス

ト教徒 であ る皆様 の感 情 を害 しよ うな ど

とい う気 は毛 頭 あ りませ んが 、皆 様 は 、

聖 堂 の尖塔 や 礼拝 堂 の祭壇 に十字 架 を使

い 、 また、祭 服 には 十字架 を縫 いつ け 、

更 に出版 物 に も十字 架 の印 を押 して い ら

っ しゃい ます。 しか しなが ら、私 た ちに

とって は 、十字 架 は死 ん でい くキ リス ト

の 象徴 なの で あ って 、私 た ちが 伝 えて い

るの は、生 け る キ リス トのみ 言葉 なの で

すd

す る と、彼 は次 の ように尋 ね た。 「で

は 、十 字架 を使 わな いの な ら、 あな た方
・の宗教 の 象徴 は何 ですかd

私 は 、教会 員 の生 活 こそが 私 た ちの信

仰 の何 であ るか を表現 す る上 で 、・ただ ひ

とつ 意味 の あ る もの とな って いなけ れ ば

な らな い、 と答 えた。 事実 、教 会 員の生

活 こそが 私 た ちの礼拝 の 象徴 なの で あ る。

私 は 、 この答 え を聞 いた彼 が 、私 に対

して 、 ひ と りよが りだ とか 、独 善 的 だな

ど とい う気持 ちを抱 くこ との な い よ う切

に望 ん で いる。 彼 の観察 は 間違 って はい

なか った。私 た ちは、確 か に十字 架 を使

っ ては い ない。 た だ し、教会 の従 軍 牧師

だ けは 、 身分証 明 のため に十 字架 を軍服

に縫 い込 んで あ る。一 見 した ところ、教

会 の とって い る立場 は、私 た ちの信 仰宣

言 とは予 盾 して い るよ うに思 え るか も知

れ な い。 イエ ス ・キ リス トは私 た ちの信

仰 の 中心 人物 で あ る と宣 言 して いるか ら

であ る。 しか しなが ら、教 会 の正 式名 称

は 、末 日聖徒 イエ ス ・キ りス ト教 会 であ

る。 また、 イエ ス を主 な る救 い主 と して

礼 拝 してい る。聖 書 は教 会 の聖典 で あ る。

また私 た ちは 、 メシヤ の降臨 を予 言 した

旧約 の予 言 者 た ちは神 か らの霊 感 を受 け

て語 った と信 じて い る。私 た ちは また 、

マ タイ、マ ル コ 、ル カ、 そ して ヨハ ネの

記録 を誇 りと して い る。天 父の 肉 にお け

る独 り子 で あ る神 の御 子 の誕生 、教 え と

導 き、死 そ して復 活 につ いて 明 らかに し

て くれ て い る記録 だか らであ る。古 代 の

パ ウロ と同様 、私 た ち も、「(イエ ス ・キ

リス トの)福 音 を恥 としな い。 それ は、

… …救 を得 させ る神 の力 で あ るd(ロ ー

マ1：16)そ して 、ペ テ ロ と同様 、私 た

ち も、 「わ た した ち を救 い うる名 は 、 こ

れ を別 に して は、天 下 のだ れに も与 え ら

れ て いな い」(使 徒4：12参 照)と い う

名 こ そ、 イエ ス ・キ リス トのみ 名 であ る

と断言 しては ばか らない。

次 にモ ルモ ン経 につ いて 述べ よ う。私

たち は この書物 を、新世 界め聖 書 で ある

と考 えて い る。 こ の 書 物 は 、 昔 西 半 球

に 住 ん でい た予 言 者 た ちの教 え を記 した

もの で あ り、 さ らに また 、ユ ダヤ のベ ツ

レヘ ム で生 まれ 、 カルバ リの 丘 で亡 くな

られ た御 方 につ いて証 す る もの であ る。

絶 えず その信 仰 を動揺 させ て い る世 の 人

々 に 申 し上 げ る。 この書物 は 、主 イエ ス

が神 の御 子 で あ るこ とを宣言 す る、 第2

の 力強 い証 で あ る。 この経典 の 前身 は 、

15世 紀 も昔 、この ア メ リカ大 陸 に 足跡 を

残 したひ と りの予 言者 の手 に なる もの で

あ るが 、 そ こには 、 この書 物が 書か れ た

目的 が 、次の よ うに明快 に述べ られて い

る。`「ユ ダヤ 人 と異邦 人 とに イエ ス は永

遠 の神 な るキ リス トに ま しま して 、万 国

の民 に現 わ れた もうこ と を確信 させ るた

め であ るd

ま た、近代 の啓示 を集 め た 「教 義 と聖

約 」 とい う書物 の 中で も、 主は御 自身に

つ いて 、次 の よ うに明確 な 言葉 で宣 言 し

て お られ る。 「わ れは アル パ に してオ メ

ガな り。主 な る キ リス トな り。す なわ ち'

わ れ は始 めに して 終 りな り。世 の瞭 い主

な りd(教 義 と聖 約19：1)

この よ うな宣 言につ い て考 え、 また証

をも考 慮 してみ る と、ア リゾナで あの友

人の牧 師 が尋 ね た よ うに 、 イエ ス ・キ リ

ス トを信 じる と公言 しなが ら、なぜ その

死 の象徴 で あ るカル バ リの十字 架 を使 わ

な いのか と多 くの 人々が 尋ね るの も至極

もっ と もな こ とで あ る と思 われ る。

その よ うな疑 問に対 して 、 まず 答 えて

おか な けれ ば な らない こ とが あ る。 それ

は 、 この教 会の 会 員で あ る限 り、全 人類

に 生命 を与 え るため に 自らの生 命 をさ さ

げ て下 さった瞭 い主 の あの痛 苦 の瞭 い を、

だ れ ひ と り忘 れて は な らない とい うこ と

で あ る。 ゲ ッセマ ネの 園に おけ る苦悩 、

法 廷 での ひ どい あ ざけ り、肉体 に くい込

む 背徳 の いば らの冠 、 ピラ トの前 で大声

を挙 げ る血に 飢 えた暴徒 の叫 び 、ただ ひ 、

と りカルバ リへ と歩 む重苦 しい足取 り、

大 きな くぎが 手 足 を刺 し貫 くときの恐 ろ

しい苦痛 、あの 悲劇 の 日に十 字架上 で受

け た苦痛 に次 ぐ苦 痛 、 そ して 「父 よ、彼

ら をお ゆ る し くだ さい。 彼 らは何 を して

い るの か 、わか らず に い るので す」(ルカ

23：34)と 叫ぶ 神 の御子 、私 たち は これ

を どれひ とつ として忘 れて は な らないの

で ある。

これが 十字架 であ った 。責苦 の器 具 で

あ り、平 和 の君 を滅 ぼす ため に考 案 され

た恐 ろ しい道具 であ っ た。 そ して 、病 人

をいや し、盲 人に光 を与 え 、死者 を生 き

返 らせ る とい う奇跡 の業 に対 す る悪 人た

ちの返 報 だ ったの であ る。 この よ うな十

字 架 に主が かけ られ、 そ して死 なれ たの

であ る。 ゴル ゴ タの丘 の寂 實 た る頂 での

出来事 で あ った。

私 た ちは これ を忘 れ るこ とが で きな い。

いや 、決 して忘 れ て はな らな い。 それ は、

この 丘の頂 で、私 た ちの救 い主 に して瞭

い主 な る神 の御子 が 、私 た ち一 人一 人の

ため に 身代 りの犠 牲 となっ てそ の生命 を

ささげ て下 さったか らであ る。 だが 、ユ

ダヤ の安 息 日の 前の 晩 、主 の命 な き肉体

が 降 ろ され 、借 りたばか りの墓地 に急 い

で横 たえ られ た と き、重 苦 しい沈痛 な闇

の中 で、主 の最 も熱心 な 、 また最 もよ く

知 りつ くして い るはず の弟子 たち さ えも、

その希 望 の火 を徐 々 に消 して い ったの で

あ った。 彼 らは 、かつ て主 か ら告 げ られ

た こ と を悟 る こ と な く、 希 望 を失 って

い た。彼 らの信 じて いた メシヤ は死 んで

しま った。 彼 らの熱 意 と信 仰 と希望 の よ

りどころで あ った主 は 、幕 のか なたへ行

っ て し まった。 永遠 の生 命 につ いて語 っ

て い た主が 、 そ して ラザ ロ を墓 か ら生 き

返 らせ た あの主 が 、そ れ までの 人 となん

ら変 わ るこ とな く、や は り死ん で し まっ

た 。主 の 悲 しみに満 ちた短 い生 涯 は、閉

じられ たの であ る。 その生 涯 は、 は るか

昔 に 、 イザヤ が予 言 した通 りで あった 。
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主 は 「侮 られて 人に捨 て られ 、 悲 しみの

人々 で、病 を知 って い た。
…… 彼 はわれ われ の とが のた め に傷つ

け られ、 われ われの不 義 の ため に砕 かれ

たの だ。 彼はみ ずか ら懲 ら しめ を うけ て、

われ われ に平安 を与 え… … たの だ，」(欽

定 訳 イザヤ53：3、5)そ の主 が 、亡 く

な って しま ったの であ る。

私 た ちは 、主 を愛 して い た人 々の胸 の

内 を推 測す る こ としか で きないが 、 彼 ら 巳

は 、ユ ダヤ の安 息 日、す な わ ち今 で 言 う

土 曜 日に 、長 時 間に わ たっ て、主 の死 に

つ いて 深 い思 い を巡 らせ た こ とで あろ う。

そ して 、週 の 第1日 目の夜 が 明け た。

私 た ちの言 う主 の安 息 日で あ る。悲 しみ

に沈ん で主 の墓 にや ♀ て来 き人 々 に、 い.

合 わせ たみ 使 は、声 高 らか に宣 言 した。.、
「あ なたが た は、 な曙 生 さ孝 方 を死 木の

中に たずね て い るのか③ .._∫.目

も うごこに は布 られ な塵 。か ねて 言 わ

れたとお りに、よみ が え られ たの で あ るd

(マ タイ28：6)1

こ うして、 人類 の歴 史上 、最 大 の奇跡

が 起 こ った。か つ て主 は御 自身 の こ とを
「わ た しは よみ が え りであ り

、命 で あ る」

(ヨハ ネ11：25)と 言 われ た。 だが 、弟

子 たちは それ を理解 しては い なか った。

しか しこの と き、 彼 らは確 か に知 った。

主は悲 しみ と苦 痛 と孤独 の うちに亡 くな

られたが 、今 、権 威 と美 と生命 とを もっ

て よみが え り、眠 りにつ いて いた 人々 の

最 初 の実 とな られ た。 そ して 、あ らゆ る

時 代 の 人々 に と っ て 、確 か な証 とな っ

たの であ る。 「ア ダム にあ って すべ て の

人が死 ん で いるの と同 じよ うに、 キ リス

トにあ ってすべ て の 人が生 か され るの で

あ るd(1コ リン ト15：22)

カルバ リの丘 では 、死 にゆ くイエ スで

あ った。 そ して 墓 か らは 、 生 け る キ リ

ス トと して現 わ れ た もうた。十 字架 は、，

ユ ダの裏切 りの悲 しい実 で あっ た。ペ テ

ロの打 ち消 しの仕 上 げ で もあっ た。だが 、

そ れに対 して、 だれ もい な い墓 は、主 の

神聖 さの証 、す な わち永遠 の 生命 の確証

とな っ海。 そ して、 まだ 答 え られ ず にい

た ヨブの疑 問に対 す る答 え とな った の で

あ る。「人が もし死 ね ば 、 また生 き るで し

ょうかd(ヨ ブ14：14)

ただ死 ん だだ けな ら、 イエ ス とい う名

は忘 れ去 られた こ とで あろ う。 あ るいは、

せ いぜ い歴 史書の.片す み で、数 多 くいた

偉 大な教 師 のひ と りとして 、その 生涯 が

簡単 に紹 介 され て、 その 名 を留 め た にす

ぎない であ ろ う。 だが 、 ひ とた び よみ が

え られ た イエ スは、生 命 の主 とな られた。

こ うして、主 の弟 子 た ちは 、確 固た る信

仰 をもって イザヤ の 言葉 に唱 和す ること

が で きたの であ る。 「その名 は 、 ∫霊 妙

な る議士 、大 能 の神 、 とこ しえの 父 、平

和 の君』と と，な え られ るd(イ ザ ヤ9：6)

ヨブ の願 い を込 め た言葉 が 、今や 現実

の もの とな った。 「わた しは知 る、わ た

し をあが な う者 は生 きてお られ る、末 の

日に彼 は必 ず地 の上 に立 たれ る。

わ た、しの皮 の うじが この 体 を滅ぼ した

の ち、わ た しは 肉に在 りて神 を見 るで あ

ろ う。

しか もわた しの味 方 として見 る であ ろ

う。わ た しの 見 る者 は これ以 外 の もの で

は な い。 わた しの心 は これ を望 ん でこが

れ る司(欽 定訳 ヨブ19：25-27).

マ リヤが 、 よみ が え られ た主 に最 初 に

会 っ た ときに言 った 「ラ ボニ」(ヨ ハ ネ

20：16)の 叫 びは至 言 であ っ た。 それ は、

真 の意 味 で、主 力ご主 とな られ たか らで あ

り、 また、、生命 め主 とな られ たばか りか 、

死 自体 を も克服 した主 とな られ たか らで

，わ る。 死 の縄・目倖解 か 狂 、死 の 勝利 も打

ち砕 か れ たので あ る。 .・ 、 ピ

人 を恐 れ たペ テPも 変わ っ、た。 あの疑

い深 い トマ スで さえ 、確 固た る尊崇 の 念

を持 って 、，心 ク～庫 か ら 「わ が主 よ、わが

神 よ」(ヨハ ネ20：28)と 叫 ん だ。 この劇

的 な場 面 で主 の言 われ た言 葉 は 「信 じな

い者 にな らない で、信 じる者 にな りな さ

い」(ヨ ハ ネ20：27)と い う、忘 れ るこ

との で きな いみ言葉 であ った。

そ れに 引 き続 いて 、1主は数 多 くの 人々

に現 われ た。 あ る ときに は、パ ウロの 記

録 に よれ ば 、 「五 百 人以上 の 兄弟 た ちに 、

同時 に現 れ たd(1コ リン ト15：6)

そ して 、 この西 半球 に は、主 がか つ て

言 わ れ た、、他 の羊 た ちが住 ん で いた。 こ

の 民 は 、 「天 か ら出 て くる よ うな声 が 聞

えた …… 。 その声 は 、 『わが喜 ぶ愛 子 を

見 よ。 われ は これ に 由 りてす でに わが 名

の栄光 を示 しぬ。 わが 愛子 に 聞け』 とか

れ らに仰せ にな って いた。

群衆 は …… 天か ら一 人の男 の方 が降 り

た も うの が 見 えた。 この お方 は 白い衣 を

召 して 、降 って きて群 衆 の 中に立 ち た も

つた。……

時 に そのお 方 は手 を伸 して群 衆 に話 し

か け て仰せ にな った 。

『見 よ、わ れは イエ 乳 ・キ リス トな り。

予 言 者 らが この世 に 来 る と証 をした るそ

の者 な り。… …

起 ちて わ れに近 づ け。』」(mニ ー フ ァ イ

11：3、6、 ，8-10、14)、

これ に続 いて 、 この美 しい記録 に は、

復 活 され た主 が古 代 ア・メ リカ大陸 の 人々

に施 した教 え と導 きの言葉 が 、数 多 く書

かれ て い る。

そ して最後 に 、現代 の証 入た ちが い る。

主が この神権 時代 、予 言 され て いた この

時満 ちた る神 権 時代 を開 ぐため に、再 び

来臨 された か らで あ る。栄 光 に満 ちた示

現 の 中で、 復活 され た生け る主 と、天 の

神 で ある その御 父 とが 、少年 予言 者 の前

に み姿 を現 わ し、古 代 に与 え られ て いた
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真 理 を回復す る業 を新 たに始 め られ たの

であ る。 これに 続 いて 「多 くの証 人が雲

の よ うに」(ヘ ブル12：1)頻 出 した。一

そ して 、'最初 の示 現 を受 け 入れ た現代 の

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは 、確 固 たる言

葉 で 、次 の よ うに宣 言 した。'
「さて 、 この子 羊 に就 きて為 され た る

様 々 の証 の挙 句 、わ れ らの為 す最 後 の証

は す なわ ち 『主 は実 に生 きた も う』・こ と

是 な り。'・

わ れ らは 、彼が す なわ ち神 の右 に座 し

た も うを見 た り。 また 、御 父 の生 み た も

う独子 な り と証 した もう声 を聞 け り。

す なわ ち諸 々の世 界は 彼の 手 に よ り、

彼 の手 を経て 、 また 彼に 因 りて先 に作 ら

れ 、 ま た現 に作 られ 、 これに 住む 者 た ち

も皆神 よ り生 れ た る息子 と娘 な る こ とを

証 した も うd(教 義 と聖約76：22-24)

これ に加 えて 、聖 きみ た まの 力に よ っ

て 、主 の 実 に生 きた もう こ とを厳 粛 に証

した証 人が 、そ して現 に証 す る証 人が 、

何 百万 とい る。 そ う した証 は 、 人々 の慰

め で あ り、 人々 の力 で あ る。

そ して それ ゆ えに 、す な わ ち私 たちの

救 い 主が 生 きて お られ るが ゆ えに 、私 た

ちは 、 その信 仰 の象徴 として 、主 の死 の

象 徴 を使 うこ とが ない の であ る。 いか な

る印 で あ ろ うと も、いか な る芸術 品 で あ

ろ うと も、 そ して いか な る形 で あ ろ う と

も、生 け るキ リス トの栄光 と奇 跡 とを表

現 す るのに ふ さわ しい もの はな い。 主 は

私 たち に、何 が 主の 信仰 の 象徴 とな るべ

きか とい うこ とにつ い て、次 の よ うに教

え られ た。 「も しあな たが たが わ た しを

愛 する な らば 、わ た しのい ま しめ を守 る

べ きで あ るd(ヨ ハ ネ14：15)

私 た ちは 、主 に従 う者 と して 、万一 下

劣 で、悪 らつ で 、好 ま し くな い よ うな こ

とをす る こ とが あれ ば 、そ の ときには 、

必 ず 主 のみ姿 を汚 して い るの であ る。 反

対 に、 もし善 良 で 、慈悲 深 く、 また高潔

な行 な い を して いれ ば 、主 の象徴 を もっ

と輝 かす こ とが で き る。私 た ちは 、そ の

主 のみ 名 を この 身 に受 けて い るか らで あ

る。 そ れゆ え 、私 た ちは生活 を 意義 深 い

もの と しなけれ ば な らな い。 それ こそ 、

生 け る神 の 永遠 の御 子 であ る生 け る キ リ

ス トにつ いて証 す る、 その証 の 宣 言の 象

徴 だか らであ る。

兄 弟姉 妹 た ち、 これ は 、それ ほ ど単純

で 、そ して それ ほ ど深遠 なこ とな ので あ

る。 決 して忘 れ るこ との ない よ うに しよ

うでは な いか。



日々の 恵み

福音に従い、主を愛する日々の経験は、一つ一つ末 日聖

徒の胸に刻 まれています。それはだれ もが持つている物語

です。証 を強 くした経験、祈 りが答えられたこと、神権の

祝福 、愛する家族や友人の受けた霊感、教会の補助組織で

働 く恵 み な ど、 そ の 経 験 を他 の教 会 員 と分 か ち合 いましょう。

宛 先 ：〒106東 京都 港 区 南 麻 布5-10-25中 正 堂会 館

末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 翻 訳 事 業 部

日本 語 ：ゴーデ ィネ ー タ ー

ク リス マ ス ・イ ブ の バ プ テ ス マ

ス ァ ィ ー フ ン ・レ イ ・ア フ レ ツク

私 は同僚 と二人で 「転緒 ・プログラム とレ'うのを始め
ました。地域内に引越 してきたばか りの人を訪問 し、

歓迎 し、できれば教会のことを幾 らかでも紹介 しようとい

う計画です。私たちはこの計画で、イギ リスか らや ってき

た奥さんのご家族 と知 り合いになりました。当時 ご主人は

ベ トナムに行 っていました。奥さんは教会の勉強に非常に

興味を持ちました。しか しそれはあ くまでも教育的見地か

らのことでしたち私たちは5週 ほ ど教会の話 をしましたが、

彼女はそれがすむ と4人 の子供 をぜひ教会に入れたいと思

っよっになりました。でもそのためにはご主人の許可が必

要 でした。

ク リスマスも間近いある日、彼女は私にこう言いました。

「アフレック長老、一番の クリスマスプレゼン・トはバプテ

スマを受けて教会に入って、聖霊の賜 を受けることですわ。

家族にバプテスマを施 して下さいませんかdそ の 日は12

月22日 でした。彼女はベ トナムにいるご主人に教会のこと

を手紙で知 らせ、バプテスマの許 しを求めました。

翌朝の1時 に、私 たちは彼女か ら電話 を受け ました。待

ち きれ な くて 電 話 をか け て きた の です 。 同 じ22日 の 午 後 に

届 い た夫 か らの 手 紙 に こ う書 い て あ っ た とい う こ と で した 。

「レ ス リー
、層僕 は 本 当 に 素 晴 ら し い もの を見 つ け た よ。 僕

に と って は こ の 人生 で 何 に も ま さ る もの だ 。 小 隊 に モ ル モ

ン の青 年 が ひ と りい て 、 サ イ ゴ ン で開 か れ た 集 会 に 僕 を連

れ て行 っ て くれ た 。 僕 は モ ル モ ン教 会 に 入 っ た よ司 そ し
ノ

て 、長 老 た ち に 会 うに は ど うす れ ば よ い か が 、詳 し く書 い

て あ り ま し た。

こ の 家 族 は何 と い う素 晴 ら しい祝 福 を受 け た こ とで し ょ

う。 彼 女 は ク リス マ ス ・イブ にバ プ テ スマ を受 け ま した 。

今 こ う して 当 時 の 日記 を読 む と、 そ の ク リス マ ス に無 性

に 家 が 恋 し くな っ た こ とや 、 で もそ の バ プ テ ス マ が あ り、

主 の み た まに 満 た され て心 か ら感 謝 し た こ とが 思 い 出 され

ま す 。

(ス テ ィー ブ ン ・レイ ・ア フ レ ック兄 弟 は五大 湖伝 道部 で伝

道6カ レ ン ・ロ クヘ ッ ド嬢 と結婚 し、現 在3児 の父 としてデ ン

バ ー に在 住。)

美 しい銀の星

ア イバ ン ・T・ ア ンダ 「 ソン

連 合軍が ドイツに大雌 をしたとき・私たち憲購 の責
任は捕虜を前線か ら応急普請の営倉まで連れて行 くこ

とだった。

1944年12月24日 を私は決 して忘れない。その日の出来事

が、 ドイツ木の一捕虜の姿 と共に今でもまぶたに焼きつい

て い る 。

ひ ど く寒 い晩 だ っ た 。 私 は1，200人 以 上 の 捕 虜 の 監 視 に

あ た っ て い た。

私 た ち の 状 態 は 、 ホー ム シ ッ クな ど とい う そ ん な な まや

さ し い もの で は な か っ・た 。 ク リス マ ス ・イ ブ だ とい う こ と
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が 沈 滞 ム ー ドに 拍 車 をか け て い た1.

隊 の 中 で テ ネ シー 州 の ス モ ー キー 山 脈 出 身 の 男 が 、 は あ

は あ と息 を吹 きか け て 手 を 暖 め て い た が 、 そ れ をや め て 言

った 。

「な ん て 寒 い あ わ れ な ク リス マ ス だ!こ こに 足 止 め だ

か ら っ て 、 何 も で きな い わ け じ ゃ な いぜ 。 ひ と っ走 り行 っ

て 木 を 見つ け て くる か ら なd

「よ しな よd ・ も うひ と りの 同 僚 が 叫 ん だ 。 「こ こ い ら

に 木 な ん て あ る わ け な い よ 。 ど っ ち み ち飾 る 物 もな いぜd

ス モー キ ー 出 身 は そ れ に 耳 も貸 さ ず 暗 闇 の 中 に 消 え て 行

っ た。 そ して 間 もな く泥 だ らけ の 木 を持 っ て 帰 っ て きた 。

例 の や じ馬 が ま た 言 っ た 。 「それ が 木 だ っ て 言 うの か 。

テ キサ ス で は な あ 、 や ぶ の下 掘 っ て 出 て くるや つ だ ぞd

ス モー キ ー 出 身 は 楽 しそ うに 見 づ け て きた 木 に ガ ム の 包

み 紙 や あ め の 紙 な どで 作 っ た 飾 り をつ け 始 め た 。

直 接 営 倉 の 監 視 に あ た っ て い な い者 た ちが 数 人 、 こ の 熱

心 な仲 間 の 途 方 も・な い大 仕 事 を手 伝 い 始 め た 。

そ う して い る と、 突 然 営 倉 の 中か ら呼 ぶ 声 が 聞 こ え た 。

「ア メ リ カ さ ん
、 ア メ リカ さ んd

営 倉 の 方 を振 り返 っ て 見 る と 、 ひ と りの ドイ ツ 人捕 虜 が ，

片 手 を有 刺 鉄 線 の 外 に 突 き出 して い る の が 見 え た 。 も う一

方 の 手 で私 に 合 図 して い た。 、

私 は素 早 くラ イ フ ル の 安 全 装 置 を外 す と、 用 心 しな が ら

彼 に近 づ い た。 彼 の 手 の ひ らに あ る もの を見 て 、』私 は 驚 い

た 。

そ の捕 虜 は ガ ム の す ず 箔 で 美 し い銀 の 星 を作 り上 げ て い

た。 そ れ は ま さ に芸 術 品 だ っ た 。 彼 は そ の 星 を私 の 手 の ひ

らに乗 せ 、 飾 りつ け を して い る木 の て っぺ ん を指 さ した 。

英 語 を少 し で も話 せ る よ うに と期 待 しつ つ 、 私 は 「こん

な に精 巧 に 、 君 は専 門 家 か い?」 と聞 い た。

彼 の 当惑 し た表 情 か ら察 して 、 私 が ドイ ツ語 を話 せ な い

の と同 じ位 に 英 語 が だ め な こ とは 明 らか だ っ た 。 私 は 彼 の

作 品 を手 に して 引 き返 す と、 木 の て っぺ ん に飾 っ た 。

す る とあ の や じ馬 が ま た 口 をは さ ん だ 。 「お 一 い 、 お れ

は いや だぜ 、 そ いつ は 。 しか しあ の しろ もの が 何 だ か 本 物

の 木 に見 え て き た な 。 へ い 、 ス モ ー キー 、 つ べ こべ う為 さ

い って 思 っ て る ん だ ろ う。 そ うだ ろ うd(全 員 か ら同 意 の

か っ さ いが あ が っ た 。)

ツ リー が で き あ が る ど 、私 た ちは ク リス マ ス ・キ ャ ロ ル

を歌 い始 め た 。 す る と、 捕 虜 の数 人が 「聖 しこ の 夜 」 を一

緒 に 口ず さ ん で い る の に 気 が つ い た 。

'最 後 の 曲 が 夜
の 闇 に 吸 い込 ま れ る よ うに 消 え て い く と、

また あ の 呼 び 声 が 聞 こ え た。 「ア メ リカ さん 」
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彼は今度は両手を有刺鉄線の前に突き出していた。また

ライフルを用意 し、注意 しなが ら近づ くと、またも両手に

のっていたものを見て驚いた。

その ドイツ人芸術家は、手のこんだ ヨセブ とマ リヤ と赤

子のキリス トの人形を作 っていた。彼はその繊細な作品を

私に渡 しながら、ツ リー を指 さした。

私はあ りが とうとうなずいて、精巧に作 られた人形を彼

の言った場所に注意深 く取 りつけた。

棒 きれを軸 に、すず箔 を見事に巻 いて作った赤子 キリス

トの小さな人形は、そこに取 りつけるとたき火の光 を受け

て、まるで天上の輝きのように光 り輝いた。自分たちはイ

エスの教えから何 と遠いことか と、流れる涙が痛いように

感 じられた。

営倉 を見るとあの捕虜が また鉄線の ところにいたので、

私は急いで戻って、ほほえみ、万感 をこめて彼の手 を握っ

た。

彼は私にほほえみを返 したが、たき火の光に彼の目の涙.

が光っていた。

第2次 世界大戦が終わってか らも、私は何度 もこの ドイ

ツ人捕虜のことを思い出した。'

私たちの出会いはつかの間だった。私たちはその夜の う

ちに2隻 の船 に乗 り込んだ。 しか.しあの人は、恒久平和を

託す唯一の望みが、一12月の厳寒の夜に作 りあげたあの美 し

い人形キ リス トの教 えに立ち返ることだ ということを、き

っともっともだといつ て賛成 して くれるに違いない。ひと

つ確かなことがある。それは主を愛する人は、全人類に も

心から関心 を持つ ということである。このふたつは同 じこ

となのである。

(ア イバ ン・T・ア ンダー ソンはユ タ州 ヒル 空 軍基 地 に勤務 し、

現在 この ドイ ツ人捕 虜 の消 息 を尋 ね て い る。 記事 の寄 稿 は夫 人

の ジ ェデ ィー ・ジェ イコブ ・ア ン ダー ソン 、英語 お よび ス ピー

チ教 師。2児 が あ る。)
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「木馬が置かれ ていた 」

テ レク ・ア イク ソ ン

家 の中は全 瀞 かだった・妻 と+代 の3人 の娘 たちは・
歳末バーゲンの初 日なので服を買いに出かけていた。

私は肘掛け椅子に深々と腰をおろし、ひざに読みもしない ，

本をのせ たまま、半 日前に木馬の置かれていた、今 はもう

雪の積 もっている芝生 を眺めていた。私はクリスマス前の

この10日 間の出来事を思い出していた。何げない家庭の夕

べの決定が、無情に思えた町の大勢の人たちの心 を開いた

のである。

その夜、私たちは歌い、祈 り、そしてウェンディーが12

歳の知恵を働かせ 、こう言ったのだった。「本当のクリスマ

スみたいじゃないわ、ねえ?家 中浮き浮き、暖か くてお

しゃべ りがにぎやかでそ りゃいいけど、でも、本当のクリ

スマスっていう感 じが、私 しないのdほ かのみんなが同

調 して、クリスマスの本来の姿がはっきりして きた。私た

ちの最近のクリスマスは、たっぷ り食べて十分にテレビを

見て、つ まらないことでよく口げんかをして、夜ふかしと

朝寝坊が続いて、自己中心すぎて、よく三ないクリスマスだ

った。 ・

今年の クリスマスもそれと同 じ、家 族の行事 とし℃は実

りのない、霊的なものに欠けた ものに終 りそうだった。そ

の 日が過 ぎると、またあのひどくうつろでそっけない気持

を味わ うのだろう。わが家の年中行事のあ り方を変 える道

はない ものだろうか。 クリスマスの本当の精神 を取 り戻す

方法はないものだろうか。

会議に少 しの沈黙があってから、妻が話 し始めた。週に

数時間物理療法をしている学校 に通 って くる精神障害児の

まだ若い両親 たちの話である。感情 を表わさないこと、子

供のこどに無頓着な親がいること、貧困家庭が多いこと、

恐 らくものをこわす しか能がないために人か ら目もかけら

れない子がいること、人のために何かをするといテことが

全 くないこと。

妻は、家族全員で学校のその子供たちのためにお もちゃ

を集めるように提案 した。 この提案は異議な く了承 された。

翌 日、私たちは計画を実行に移 した。友人たちに学校の

子供たちのことを説明し、小 さくてもいいか ら何かプレゼ

ン トを寄付 して くれるようにお願いした。

ところが、冷淡に見返された'り、あいまいな返事が返っ

て くるだけで、それきりだった。最近引越 してきたばか り

●

の私 た ち は 、 物 質 第一 の 冷 た い 人 た ち が 多 い な じめ な い町

だ と い う評 判 も大 して 気 に しな か っ た の だ が 、 ど うや らそ

の 通 り、 そ れ もか な り進 行 して い る感 じだ っ た 。

私 た ち は寄 付 が な い の に が っか り した 。 しか しせ め て 自

分 た ちだ け で もプ レゼ ン トを作 ろ う と決 め 、翌 日か ら何 日

か 、 夕 食が 終 わ る と、 合 板 と板 紙 で小 さ な 人形 のベ ッ ド作

りに取 りか か り、鮮 や か な色 の つ や 出 しペ ン キ を塗 っ た。

妻 は 小 さ な マ ッ トレ ス とカバ ー を作 っ た 。 台所 は ま る で ガ

リバ ー 旅 行 記 の 小 人 の 国 の 補 給 基 地 さ な が ら だ っ た 。 全 部

で6つ の ベ ッ ドが で きあ が っ た 。

そ の と き も、 ま だ だ れ か ら も寄 付 が 来 な か っ た 。 私 た ち

も頼 ま なか っ た 。 ク リス マ ス は あ と6日 後 に 迫 っ て い た。

と こ ろが あ と5日 で ク リスマ ス とい う 日、 裏 庭 の 芝 生 の

上 に 、 霜 をつ け て 太 陽 に ち らち ら光 る 木 馬 が 置 か れ て い た。

た て が み は古 び て も し ゃん と して 雄 々 し く、 目は りん りん

と輝 き、 耳 は 大 将 の 怒号 と雄 叫 び を しっ か り と らえ て い た。

木 馬 の 隣 に は石 け ん の ダ ン ボー ル 箱 が 置 い て あ り、 中 に は

品 分 け し た お も ち ゃが い っ ぱ い 詰 ま っ て い た 。 だ れ が どの

よ うに して そ こ に 置 い た か 、今 も って 謎 で あ る 。 しか し そ

れ を合 図 の よ うに して 、 ち ょ う どそ の 日か ら 人 々 が 学 校 の

薄 幸 な子 供 た ち へ の プ レゼ ン トを持 っ て 玄 関 を訪 れ 始 め な。

私 た ちの 家 か らか な り離 れ た所 に 住 ん で い る独 身 の あ る

男 性 が 、 寄 付 を頼 ん だ こ と も な い の に 、や っ て きて 妻 に こ

つ言 っ た 。

「ど うで す か
。 大 した もの じゃ な いけ れ ど 、マ ッチ 箱 に

入 っ た ミニ カー 、・ス タ ン ドか ら も ら っ た ん だ け ど、6ガ ロ

ン ガ ソ リ ン を買 う た び に ひ とつ ず つ も らえ るん で 、 ま とめ

て20個 も ら っ て きた ん で す 。 人 か ら もの を頼 ま れ る よ う な

柄 じゃ な い か ら、せ め て で き る こ と を させ て い た だ こ う と

思 っ て 。 南 す の 晩 持 っ て き ます か ら 、サ ン タ ク ロ ー ス に な、

っ て 持 っ て っ て あ げ て下 さ いd9

彼 は そ う言 っ て 、 照 れ を隠 す よ うに く る り と背 を向 け て

帰 っ て行 っ たが 、 翌 日の 夜 、20個 の ミニ カー を持 っ て 玄 関

の 石 段 に 立 っ た 。

ま た 、 さ ら に 驚 くこ とが 私 の会 社 で あ っ た 。 ロ ン ドンの

荒 っぽ い 東 部 育 ち で 偏 見 の 強 い 気 短 か な青 年 が い て 、 自分

の 信 仰 を守 ろ う とす る私 の 努 力 な どは ま るで 手 の 前 で 舞 う

旗 の よ うな 感 が して い た が 、 そ の 彼 が 、 そ の 日私 の と こ ろ
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にやってきて言っ.た。

「あんたとおれは友だちでもなんでもないし、，実際あん

たが両足折 っていたつて、通 りを渡 してや ろうなんてつ も

りもないが、学校の子供たちとなりゃ話は別さ。 目をつぶ

りゃ子供 たちの顔がちらつ くぜ。ジニー とおれで話 をして

な。どうするか って相談 して、できるだけのことをしよう

と決めたんだ。それで暇な ときに飛行機 を組立てて色塗っ

て、家の天井からぶらさげて、ときどき眺めては悦に入って

たんだが、そいつもそれだけよ。それで、その飛行機 くれ

てや ろうと考えてな。しか し、子供 ら遊んでて壊 しちまっ

たらどうする。まっ、そんな子が1時 間で も遊べれば、プ

ラモデルのひとつやふたつ惜 しくはないさd

そしてその日の午後、彼はえ り抜 ぎのプラモデルの飛行

機 をかかえてやってきた。

その晩帰宅すると、妻や子供 たちが同 じような経験 を話

して くれた。恥ずか しそうな見知 らぬ人の話、仲良 くなか

った人が親切だった話、友だちの話など。みんな、恵まれ

ない子供たちの姿 を打ち消す ことができなか ったのである。

こうしてわが家の居間はプレゼン トであふれた。

次の日、学校の トラックが家に来て、プレゼン トを積み、

校長宅に向かった。そ して子供 たちに渡された。それきり

である。

プレゼン トを寄付 した人たちは、だれ も感謝やお礼を求

めなかった。学校では校長がプレゼ ントの主 を知っている

だけだった。ほかにだれ もその話 をしなかった。

しかし、こうしてクリスマスが過 ぎて、夕暮れの中にす

わっていると、わが家に満 ちたあの精神が寄付 して くれた

人たちの家にもあったに違いないと思 う。私 たちは家族 と

して、人への奉仕の中にクリスマスの本当の精神があるこ

とを再び知った。家庭には快い安 らぎがただよっていた。

冬の 日がはや暮れ始め、冷たい星が下界を見下 し、芝生

をおおった雪が窓か らもれる明か りを照 らしてきらきらと

輝 くのを見て、私はこの地球 にいる人類に思いをはせ る。

あのクリスマスの小 さな奇跡か ら、人の行動 とそれぞれが

あまたの人類に届 くことを私は知 った。車輪がまわ り、歯

車がかみあい、永遠の輪が始動 して、地上の歴史家には全

く無意味な隠れた小さな親切 によって、この世 界は変わる

のだ。

(デ ィ クソン兄弟 は英 国南 伝 道部 クロー リー地 方部 ブ ラ イ トン

支 部長 を務 め て い る。)
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与えるこ とのあ と半分

ル ネ ッ ト ・H・ リ ー ド

年か前のごとです。ある扶助協会の会長が、責任を受
何 けて

いる間は夫のあ りがたさに無頓着になって眈 が、.

大病をしてみて、自分が食べるとか入浴す るという日常生

活に限らず生活の全般で夫に依存していることを改めて知

ったと話していました。

この出来事は彼女にとって大 きなショックでした。他人

へ の奉仕に多 くの時間をさいていた彼女に とって、人に頼

るという新 しい立場 を受け入れるりには抵抗があ りました

ので、できることなら頼 りた くないと思 いました。 しかし、

やむ をえず人の助けに頼った結果、人々に対す る深 く大き

な愛 を新たに知 ることができ、今ではそのことを感謝 して

います。

自分が人に依存 しているということに無頓着なのは、だ

れにもあることです。ペウロはコリン トの昔の聖徒たちに

手紙 を送って.そ の危険を警告 し、だれもが教会全体に貢

献できる大切な賜を持 っていると教えました。パウロ「は、

すべての人が他の人々を必要 としていることを認めなけれ

ばならない'と、慎重に力説 しました。
「目は手にむかって、 『おまえはいらない』 とは言 えず、

また頭は足にむかって 『おまえはいらない』とも言えないd

(1コ リン ト12：乞1)

主は、みんながより強い愛の絆で結ばれることを望 まれ

ました。
「それは、か らだの中に分裂がな く、それぞれの肢体が

互いにいたわ り合 うためなのである。もし一つの肢体が悩

めば、ほかの肢体 もみな共に悩み、一つの肢体が尊ばれる

と、ほかの肢体 もみな共に喜ぶ。あなたがたはキリス トの

か らだであり、ひと りびとりはその肢体であるd(1コ リ

ン ト12：25-27)

私たちが謙遜 になってよ り強い愛の絆で結ばれるために

は、奉仕す ることと奉 仕されることの両方の経験 をしなけ

ればな りません。
『
この両方のごとは、福音の随所に例が見 られます。神権

の儀式ピは、 「バプテズマを受けること」と「バプテズマを
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施すこと」、「聖任 され ること」 と 「聖任すること」のよう

に、やは り両方があります。福音が地上に宣べ伝 えられる

出来事 もそ うです。主ははっきりした目的をもって、福音

はまずユダヤ人に伝わ り、それから彼 らが異邦人にそれを

伝 えると定められ ました。それが末の時代には逆にな りま

した。キリス トのみ言葉については、現在異邦人がユダヤ

人のために働 き、ユダヤ人は受ける立場 になっています。

この両方の要素は男性 と女性の関係について も言えます。

対等の責任はた くさんありますが、男女共に相手に祝福 を

もたらす機会があります。しかし最終的な責任は神権者に

あ ります。女性 は謙遜 になるときに神権者の手か らた くさ

んの祝福を受けることができます。 しか しそ うは言って も、

神の計画では男性 も同 じです。夫や子供たちの生活に潤い

が与えられるのは、女性あってこそなのです。男性に神権、

女性に母性 を与える計画ほど、男女が相互に奉仕 し合 うの

にぴった りの計画があるでしょうか。また、お互いを必要

とする結びつき以上に、愛 を強くする方法があるでしょうか。

それは、キ リス トのまことの愛の心髄でもあります。私 、
たちが昇栄するには他人への奉仕が不可欠ですが＼それも

キ リス トの贈いを受け入れなければ、それだけでは不十分

です。

私たちは、主御 自身の一生でも、多 くの時期、主が人々

の必要 を満たしてお られたことを知 っています。でも、主

が人々からの奉仕に御 自分をゆだね られたことは、あまり

考えないのではないでしょうか。

主は死すべ き体 を持つ女性か ら生まれ、その女性によっ

て育てられ、教えを受けました。

主は罪があ りませんでしたが、死すべ き体 を持つ人間か

らバプテスマ をお受けになりました。

埋葬には他人か ら油を塗ってもらいました。

キ リス トは日常の生活で人々か ら簡単な奉仕 を受けてお

られます。人々の家に滞在 し、食事 をし、宿 を借 り、墓所

まで人か ら借 りたのでした。主は 自らを低 くして他の人に

奉仕 されたように、自らを低 くして人々か ら多くのものを

受けられました。
一番の例は最後の晩餐のときに見 られ ます。キ リス トは

その場で、ひざまずいて弟子の足を洗い、奉仕の原則をは

っきりと示 されました1主 は奉仕 を教えられましたが、同

時に受け ることも教 えられました。ペテロは、私たちも奉

仕 を受けるときによくするように、身を退けて、 「わたし

の足を決 して洗わないで下 さい」 と言いました。

キリス トはそれに答えてこう戒められ ました。 「もしわ

たしがあなたの足を洗わない、なら、あなたはやたしとなん
の係わりもなくなる，」、(ヨハネ13：8)

私たちには、救い主の奉仕、ひいては救い主のみ名によ

って私たちに奉仕するすべての人々に自分をゆだねること

が本当に必要です。

大切なことは、人々が私 たちのために払って くれる犠牲
'を謙遜に、真心から感謝 して受けることです。自分 をも相

手をも尊重 してそれを受けることができなければなりませ

ん。特に、どの賜 も結局は万物の創造主か ら来ることを忘

れてはな りません。奉仕する人とされる人が この事実 をよ

く認識すれば、奉仕は必ずや人々に対す る、また私たちの

共通の御父に対する愛の新たな原動力となるに違いあ りま

せん。 ・

私 自身、卒 中を患った姉妹 と一緒に家庭訪問教師 として

働いた ときに、受けるということについて、とても大切な

ことを学びました。彼女は右手右足がまひしていました。

松葉杖 を頼 りに歩 くことはできましたが、坂や道の悪い所

は大変な苦労でした。話すことやそれを相手に理解 しても

らうこともとてもむずか しい状態でした。彼女は驚 くほど

いろいろなことができました。彼女にできないこともた く

さんありました。

初め、私たちの交際はどうしようもない一方通行のよう

に思われました。運転は私だけ、彼女を車に乗せてあげた

り、階段の昇 り降 りをさせ てあげたりしなければな りませ

ん。彼女はときどき何かを話 しましたが、訪問先でのレッ

スンや会話は私ひとりの肩にかかっていました。
'そ んなときに珍 しいことが起 きたのです

。ちょっとした

ことで、私の車の運転席の ドアがきかな くなりました。こ

の珍 しい出来事か ら、強者である私は自分が弱い人に頼っ

ていることを知ったのです。

訪問先ごとに、私が手 をこまねいて待っている間、彼女

は左手 と松葉づえでや りに くそ うに一生懸命重 い ドアを開

け閉め しました。この突発的な出来事で、一度は座席の背

を越して出ようかと考えたのですが、スカー トだったので

とて も無理で した。それで彼女にそうしてもらうしかなか

ったのです。でも、その奇妙な窮地に陥ったおかげで、私

たちは前よりも親しい良い同僚 になれました。彼女には私

が必要でしたし、私にも彼女が必要で した。彼女を頼 りに

したあの出来事は、一緒に家庭訪問をしていた間に彼女か

ら受けた目に見えないた くさんの賜のほんのひとつでした。

レッスンの間に彼女があまり話せなかったことも、担当家

族 の姉妹に 目に見える奉仕ができなかったことも事実です。

しか し、彼女は一度ならず、率先 して霊的な力が必要な姉

妹 たちのために断食 とお祈 りをして下 さいました。

マラキが、だれが神のものを盗むだろうか と問うた とき、

什分の一を納めないことを言ったのですが、神のものを盗

む行為はまだほかにもあります。ふ さわしい人はみな、賜

や祝福 をもって神の栄光の幾分かを反映しています。従っ

て、私たちが他の人の差 し出す ものを拒絶するとき、それ

はせんじつめれば、その賜が表わしている神の栄光を拒否

することにな ります。主の僕 を拒む ことは、差 し出された

祝福が霊的なことでも物質的なことでも、とりもなおさず

主 を拒むことにな ります。

教会をキ リス トの体 と考 え、教会貝を体にとってどれも

大切 なそれぞれの肢体 と考 え、お互 いを真剣に認めて、「頭

さん、あなたが必要です。足さん、あなたが必要です。目

さん、あなたが必要です。手さん、あなたが必要です…d

と考えるこ と。パウロのその勧告に真心から聞 き従 うのは

どんなにか賢明なことでしょう。

(ルネット・ハ ドリー ・リー ド5児 を持つ主婦、合衆国オク

ラホマ州タルサに在住。)
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予言者 を知 る人々

1805年12月23日 は予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスの 誕

生 日で あ り、12月 はそ の誕 生 を祝 う 月 でも あ る 。

末 日の予諸 磯 人かはジ・セブ●
ス ミス を知 っ て い た。 あ る 人 は 、

ブ リガ ム ・ヤ ン グ の よ うに 、友 人 、 隣

人 、良 き助 言 者 と して 。 ま た あ る 人 は

ウ ィ ル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ の 場 合 の

よ う に夢 や 示 現 を通 じて 。 そ して ジ ョ

セ ブ・ス ミス はす べ て の 予 言 者 た ち に 、

キ リス トの教 会 の諸 事 を導 くた め の 霊

感 や 慰 め を 与 え て きた 。

他 の予 言 者 が ジ ョセ ブ を さ して 言 う

と き の 尊 敬 、 畏 敬 は 、 この 青 年 指 導 者

を よ く言 い 表 わ して い る。

ジ ョセ ブ は 自分 自身 を こ う語 った 。

「私 は高 い 山 か ら転 が り落 ち る ごつ

ごつ した 巨 岩 の よ うで あ る。 他 の もの

と触 れ 、狂 信 的 な宗 教 家 、法 律 家 、 知

識 人 の 陰 謀 、編 集 者 の虚 偽 、判 事 や 陪

審 員 の偽 証 、 暴徒 や 冒漬 者 や 放 蕩 者 が

腐 敗 した 男 女 の うしろだ て を得 た 、権 威

あ る行 政 府 の偽 証 に ぶ つ か っ て初 め て

角 が とれ 、 磨 か れ る。 あ らゆ る悪 に 打

ち 叩か れ て 角 を削 り落 と され る 。 こ う

して 私 は 全 能 者 の 矢 筒 の 中 の な め らか

に 磨 か れ た矢 とな る ので あ るd(艶 αcん一

∫π8qプ 言んePγ0ρ んε孟Jo8eρ んSηa琵 ん

「予 言 者
、 ジ ョセ ブ ・ス ミス の教 え」

P.304)

ブ リガ ム ・ヤ ン グ は予 言 者 に抱 い て

い る大 き な愛 に つ い て しば しば 語 り、

死 ぬ と き も ジ ョセ ブ の名 を繰 り返 し な

が ら死 ん だ 。 彼 の 説 教 を代 表 す る 次 の

言 葉 は 、 ジ ョセ ブ に 対 す る愛 と賞 賛 を

表 わ して い る 。

「私 は ジ ョセ ブ ・ス ミス の 名 を誉 れ

と し、 尊 敬 す る。 私 は そ の 名 を聞 くこ

と を喜 び と し、 そ の 名 を愛 す る 。 私 は

彼 の教 え を愛 す るd(Jo脚 認 げD'5-

co伽ses「 説 教 集 」 第13巻p.216)

「私 が ジ ョセ ブ ・ス ミス に会 っ た と

き 、 彼 は 比 喩 を用 い て 言 え ば 、 天 界 を

捕 え て 地 上 に 降 ろ し、 地 上 を捕 え て そ

れ を 引 き上 げ 、 簡 潔 、 簡 明 に神 の事 柄

を開 い て 見 せ て くれ た 。 それ が 彼 の う

る わ しい 使 命 で あ るd(」 侃7㎎Zげ

1)∫8c侃rsθs「説 教 集 」 第5巻p.332)

「イ エ スが 生 き て お られ
、世 の 救 い

主 に ま し ます な らば 、 ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス は神 の 予 言 者 で 、 父 ア ブ ラ ハ ム の 懐
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に生きている。彼は殺 されたが、しか

し現在彼は生 きて天の御交のみ顔を仰

いでいる。その衣は神の王座 を取 り巻

く天使たちのごとく清い。 イェスは生

きてまします と言いなが ら、予言者ジ

ョセブに関する私の断言を否み得る者

はこの地上にいないd(「 説教集」第1

巻P.38)

ジョン ・テイラーは、暴徒がカーセ

ー ジを襲撃 し、予言者を殺害したとき、

彼 と同室にいた。そのために負傷 した

が、やがて回復 し、後に第3代 大管長

となった。生前にジョセブと知 り合い、

その死を目撃した彼は、予言者につい

て痛実の弔詞を送っている。
「私は長年ジョセブ ・ス ミスと交流

が あったことを申し上げる。私は彼 と

共に旅 をし、公私の別な く彼 と交わ り、

あらゆる会議で彼 と席を同じくし、何

百回 とな く公の場で彼の説教 を聞 き、

また友人や もっと個人的に親 しい人た

ちへの彼の助言を聞いた。彼の家に滞

在 して、家庭での言動を見た。郡法廷

に問われる彼を見、無罪潔 白とされて、

悪 ちつな中傷の嵐を逃れ、腐敗 した邪

悪 な人々の虚偽 と陰謀か ら解放 され

る 彼 を見 た 。 私 は生 前 彼 と共 に お り、

だ れ だ か わ か ら な い よ う に 顔 を塗 り

た くっ た 残 忍 な 暴 徒 た ち の 手 に か か

っ て 彼 が カ ー セ ー ジ の 牢 獄 で 暗 殺 され

た と き 、彼 と共 に い た 。 私 は そ こに い

て 、 自分 も傷 を負 っ た 。 私 は そ の 場 で

体 に4発 の 弾 丸 を受 け た 。 私 は この よ

うに 様 々 な状 況 の 下 で 彼 を 見 て き たが 、

神 と天 使 た ち と人 々 の 前 で証 す る。 彼

は 善 良 で立 派 な徳 高 い 人 物 で あ っ た。

… … そ の 公 私 に わ た る 人格 は非 難 の 余

地 な く、 … …彼 は 神 の 人 、 紳 士 と して

生 き、 ま た 死 ん だ 。 これ は私 の 証 で あ

るd(丁 舵Gosρ ♂K珈gdo物 「福 音 の 王

国 」p.355)

ウ ィ ル フ ォ ー ド ・ウ ッ ドラ フは 生 前

も死 後 もジ ョセ ブ ・ス ミス と交 流 が あ

っ た 。 彼 は ジ ョセ ブ と一 緒 に何 千 キ ロ

もの旅 を し、 筆 記 者 と し て彼 の 補 助 を

す る こ と もあ っ た 。 南 北 戦 争 に 関 して

ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 じて与 え られ た

啓 示 を筆 記 し た の は 、 ウ ッ ドラフ 兄 弟

で あ る。(教 義 と聖 約87参 照)彼 は 「ミ

レ ニ ア ル ス ター 」 誌 に 、予 言 者 ジ ョセ

ブ との 喜 ば し い 、 しか も衝 撃 的 な 出会

い を こ う語 っ て い る。

「私 は ジ ョセ ブ に 会 う前
、 彼 が 何 歳

で あ ろ う と、 ど ん な に 若 か ろ う とか ま

わ な い 、 どん な容 貌 で あ ろ う と、 髪 が

長 か ろ う と短 か ろ う とか ま わ な い 、 こ

の 啓 示 を私 た ち に与 え た 人 が神 の 予 言

者 な の だ と言 っ て い た 。 そ して 私 は そ

の こ と を知 って い た 。 私 は カ ー トラ ン

ドの 通 りで 初 め て ジ ョセ ブ に 会 っ た 。

そ の と き彼 は 古 い 帽子 をか ぶ り、手 に

ピ ス トル を持 っ て い た 。 そ して こ う言

っ た 。 『ウ ッ ドラ フ 兄 弟 、標 的 練 習 を

して き た と こ ろ な ん で す 。 腕 前 を 見 て

い た だ きた か っ た で す ね 。』そ して 『異

議 が お あ りです か?』 と。私 は 『い え 、

全 然 。 標 的 を撃 っ て は な らな い とい う

法 律1まあ りませ ん か ら。 わ か って い ま

す 』 と返 事 した 。 彼 は 私 を家 に 誘 う と、

狼 の 皮 を持 っ て きて 、 なめ す の を手 伝

っ て ほ しい と言 っ た 。 御 者 台 に 敷 くた

め とい う こ とで あ っ た。 こ こで 、 『そ

れ で も予 言 者 です か 。 ピ ス トル を撃 っ

て 、狼 の 毛 皮 をな め す とは 』 と言 う人

も 多 い か も しれ な い 。 しか し、 私 た ち

は 一 緒 に 皮 を な め し 、長 旅 で そ れ を使

『
っ た 。 これ が 予 言 者 ジ ョセ ブ との 出会

い で あ った 。 そ の 日か ら現 在 に至 る ま

で 、 多 くの 背 教 者 が 出 、 あ ら ゆ る 困難 、

苦 難 が あ っ た に もか か わ らず 、私 は こ

の み業 に 関 し て一 瞬 た り と も疑 問 を抱

い た こ とは な い 。 ま た こ れ に つ い て試

み を受 け た こ と もな い。、右 に 左 に 人 々

が 背 教 し、 使 徒 た ちが 予 言 者 ジ ョセ ブ

へ の敵 対 を あ お る と き も、 この み 業 を

疑 っ た り、 ジ ョセ ブ ・ス ミスが 神 の予

言 者 で あ る こ と を疑 っ た りす る誘 惑 を

感 じた こ とは な か っ たd

(MJ〃eη 蛎認S施 γ「ミレニ アル ス ター 」

第53巻 、p.627-628)

ウ ッ ドラ フ大 管 長 は 、 「ジ ョセ ブ は

死 後 も何 回 とな く私 を訪 れ 、重 要 な 原

則 を教 えて くれ た 」 と語 って い る 。 あ

る と き英 国 に 向 か う船 上 で ジ ョセ ブ ・

ス ミス とハ イ ラ ム ・ス ミスの 訪 れ を受

け た。彼 の 言 葉 に よ る と、「と りわ け神

の み た ま を受 け る よ うに 。 こ れ は すべ

て の 者 に 必 要 で あ る と私 に 語 っ た」 と

い う。(DJ8COπ γsesqプyr∫ び0γdlWOO4一

γ賀ガ 「ウ ィ ル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ 説

教 集 」p.288)

ウ ッ.ドラ フ 兄 弟 は1896年10月19日 に

語 っ た 話 の 中 で 、 次 の よ うに 述 べ た 。

「ジ ョセ ブ ・ス ミス は あ る時 期 まで 引

き続 き私 や 他 の 人 々 を訪 れ 、や が て訪

れ が な くな っ た 。 私 が 最 後 に 彼 を見

た の は 天 上 に お い て で あ っ た。 夜 の 示

現 の 内 に 、私 は 天 上 の神 殿 の 入 口 の と

こ ろ で 彼 に会 っ た 。 彼 は 私 の とこ ろ に

来 る と 、急 い で い る の で 話 し て い る暇

は な い と言 っ た 。 … … … 地 上 で責 任 の

あ っ た 兄 弟 た ち6人 と も会 っ た が 、 だ

れ も急 い で い て 話 が で きな か っ た 。 私

は 非 常 に驚 い た 。 間 もな くま た予 言 者

を 見 か け て 、今 度 は彼 に 質 問 す る こ と

が で き た。

『ど う して お 急 ぎ な の か 教 え て 下 さ

い 。 私 はず っ と忙 しい 生 活 を送 っ て き

ま した が 、 天 の 王 国 に 入 れ ば 、 そ こで

忙 し さ も終 わ る と期 待 し て い ま した 。』

す る とジ ョセ ブ は 言 っ た 。 『わ け を

教 え ま し ょ う 、 ウ ッ ドラ フ兄 弟 。 地 上

で 神 権 を得 て この 日の光 栄 の 王 国 に や

っ て 来 た す べ て の 神 権 者 に は 、 救 い

主 が 地 上 を統 治 さ れ る と きに 一 緒 に 地

上 に 行 け る よ うに備 え る仕 事 が 、 た く
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さ ん あ る の で す 。 各神 権 時 代 に は そ の

仕 事 をす る 時 間 が 十 分 あ り ます 。 しか

し私 た ち に は あ りませ ん 。 最 後 の 神 権

時 代 で す か ら、 短 い 時 間 で 多 くの こ と

を しな け れ ば な りませ ん 。 そ の た め に

急 が な け れ ば な ら な い の で す 。』」(「 ウ

ィ ル フ ォー ド ・ウ ッ ドラフ 説 教 集 」

p.288-289)

ロ レ ン ゾ ・ス ノ ー は ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス と親 交 が あ り、 予 言 者 の 召 し をは っ

き り理 解 して い た 。 ス ノー 大 管 長 は ジ

ョセ ブ に つ い て 次 の よ うに 語 っ て い る。

「こ の み 業 を確 立 す る た め に 神 が 選

び た も うた ジ ョセ ブ ・ス ミス は 貧 し く、

教 育 は な く、 キ リス ト教 の 有 名 宗 派 に

も属 して い な か っ た 。 彼 は平 凡 な 少 年

で 、 正 直 、 誠 実 一 途 、 そ して 、 陰 謀 を

遂 げ よ う とす る策 士 や 宗 教 偽 善 者 好 み

の べ て ん 、悪 知 恵 、誰 弁 とは ま る で縁

遠 か っ た。 不 人 気 きわ ま りな い 宗 教 改

革 者 の 役 に任 じら れ 、 大 神 学 者 た ち の

是 認 を受 け て年 月 を経 た 教 義 や 見 解 と

闘 う と い うこ の 仕 事 に 、 彼 は い に しえ

の モ ー セ の ご と く、無 力 感 と資格 の な

さ を感 じ た 。 しか し神 は 、 あ らゆ る 国

の 謙 遜 で 正 直 な 人 々 を霊 的 、物 質 的 な

束 縛 か ら解 放 す る ため に 、 彼 を 召 され

た 。 罪 の 赦 しの バ プ テ ス マ を正 直 な 目

的 を も って 受 け る人 は み な 神 よ りの 現

わ れ を受 け 、聖 霊 を受 け る。 古 代 の 使

徒 た ち が 説 い た 同 じ福 音 に よ っ て約 束

さ れ 、 与 え ら れ る その 福 音 の 祝 福 を受

け る 。神 は ま た そ の 教 え と約 束 が 、神

よ り権 能 を授 け られ た使 者 で あ る長 老

た ちが 携 え行 くあ らゆ る場 所 、 あ らゆ

る 人 々 に 及 ぶ と、 彼 に 約 束 され た 。 ジ

ョセ ブ ・ス ミス が 、 教 育 な く、世 慣 れ

せ ず 、単 純 、率 直 、正 直 な こ の 少 年 ジ ョ

セ ブ ・ス ミス が そ う語 っ た の で あ るd

(エ ラ イ ザ ・R・ ス ノー 、 疏08脚 勿

αηd，Fα翻 ツRεC・rdげL・rε 脚Sπ σω
「ロ レ ン ゾ ・ス ノ ー の 伝 記 と家 族 の 記

金景」p.243)

ジ ョセ ブ ・ス ミス の生 涯 を深 く洞 察

で きた の は 、予 言 者 を予 言 者 と して の

み な らず 叔 父 と して 記 憶 す る、 兄 ハ イ

ラ ム の 息 子 、 ジ＼ヨセ ブ ・F・ ス ミス で

あ っ た 。 予 言 者 が 暗 殺 さ れ た とき 、 ま

だ 子 供 で あ っ た 彼 は 、 ジ ョセ ブ を次 の

よ うに 回 想 して い る。

「私 は子供の ときに予言者ジョセブ・

ス ミスを知 った。子供 のときに私は、

彼が神か ら託された福音 を説 くのを聞

いた。彼の家にいるときは、まるで自

分の父の家にいるようだった。私は気

高い母か ら、ジョセブ ・スミスは神の

予言者で、これまで何世紀にもわたっ

てだれに も与 えられなかった霊感 を受

けた人であり、神の王国、つ まり神の

教会の基礎 を置 くために神か ら選ばれ

たことを教 わった。こうして私は、ジ

ョセブが神の力によってこの大陸の古

代の住民の記録 を世 に出したことにつ

いて堅い証 を受けたのである。彼は、

この大陸で リーハイの子孫々ちに教 え

られた、イエス ・キ リス トの教えを世

界に回復 し、明らかに しためであった。

子供であった私は予言者 ジョセブを通

じて与えられたこの教義 と聖約の書の

中の啓示が古代の弟子 たちが御父 と御

子について伝 えた言葉 と同 じ、神のみ

言葉なのだと心に強 く感 じたd(ソ ル

トレーク ・アセンブ リーホールでの説

教 、1917年7月8日)

予言者の愛する兄の子である彼は、

ジゴセブ ・ス ミスの慈父のような愛を

も知 っていた。子供たちに対す る彼の

愛を、ジョセブ ・F・ ス ミスはこう語

った。
「彼の著 しい特質のひ とつは

、子供

たちへの愛である。子供 を見かけると

必ず抱 き上げて祝福 してあげたいとい

う気持 を抱 き、実際にいつも子供たち

を抱 きあげひざにのせて祝福 していた。

私 自身も彼のひざに座 った経験がある。

非常な子供好 きで、我を忘れて小 さい

子 と話 しこんだが、私はそれが本当の

男らしさの大 きな特徴だ と思 う。彼は

人間を心底愛した。私は子供の頃か ら

今 もずっと、彼が神の予言者であるこ

とを知 っているが、彼の神聖な使命 を

心から信 じ、彼が受けた啓示 と彼が器

となって世に出 したモルモン経が霊感

に よる真実確かなものであることを知

っていたd(「 伽ργo兜伽θπ診'Eγα「イン

プルーブメント・エラ」第21巻 、p.168)
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△璽 鞭
ひ こ う きが つ い ら くして､し ま中 が大 さ

わ ぎに な っ た。 パ イ ロ ッ トは たす か ったが

に もつ は､み ん なや け て し まっ た。 ひ こ う

きは､し まの 人 た ちの ク リスマ スプ レゼ ン

トを､つ ん で い たの だ5

マ シ ュー のお 父 さん は､海 りゅ うを しら

べ るため に､し まにや って来 て､今 は､し

まの き ょ う会 の しぶ長 だ った。 今 年 の ク リ

＼
ス マ スに は､し まの 人 た ちに モ ル モ ンけ い

をプ レゼ ン トしよ う と､け いか くして い た。

あの ひ こ う きで､モ;ル モ ンけ いが来 る はず

だ った。

マ シュー は す な は まにす わ って､ぼ んや

り空 をなが め なが ら考 え た。｢お 父 さん は､

どんな気 もち で い るん だ ろ う1や っぱ り､

が っか り七 て い るん だ ろ うなd日 が くれ

て､月 が のぼ っ た。何 時 間 もす わ って い た。

そ して､ふ とい い こ とを思 いつ い た。 これ

554

誤

/璽

な らぐ み ん なが よろ こん で くれ るに ちが い

な い。つ ぎの 日の朝早 く､マ シュー は ウ ィ

ル ソ ン さん の みせ へ行 つた 。

｢お 早 よ うご ざい ます ､.ウ ィル ソン さん 。

きれ いな紙 とは こ を くだ さい 。 そ れか ら､

ク リス マ ス の プ レゼ ン トを作 りた い んです

け れ ど､少 しの あい だ､お くのへ や をか し

て くれ ませ ん かd

それ か らマ シ ュー は ㍉ えの ぐと､え ん ぴ

つ と､白 い紙 を､1み せ の お くのへ や へ は こ

ん だ 。何 日か の あ いだ､ひ まさ えあ れば ウ

ィル ソ ン さん の みせ へ 行 った。 まず､白 い

紙 に ヒイ ラ ギや､す ずや､ゆ きをか い て､

つ つ み紙 を作 っ た。 それか ら､白 い小 さな

紙 に､モ ル モ ンけ いのせ い くを書 いた 。 そ

して､そ れ をは この 中に 入れ､つ つ み 紙 で

つ つ ん だ。 ク リスマ ス の 日には､す っ か り

で きあが った 。マ シ ュー は､そ れ を大 きな
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ク リスマ スの きせ つ にな る と､

ち ょっ とか わ ったこ とを しま し

た。 ま ぐさおけ をよ うい して､

ひ とつ よい こ とをす るたび に､

む ぎをひ とたば入 れ るの です 。ド

それ は､ハ ンガ リー の ク リスマ

スの しゅ うか ん で した。

今年､エ レナ の家 には､た く

さんのお め ぐみ が あ りま した。

まず､お 父 さんのお みせ が は ん

じ ょうしま した。 それか ら､お

ば さん のび ょう気が よ くな りま

した。何 よ りすば ら しいの は､

エ レナ に弟 が生 まれ た こ とです 。
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べ ん き ょ うが お わ る と､エ レ

ナ は､き ん じ ょ を一 け ん 一一け ん

ま わ っ て､プ レゼ ン トを した り､

ク リス マ ス の あ い さつ を した り､

お 手 つ だ い を した り､た くさ ん

よ い こ と を し ま し た 。 で も､エ

レナ は も っ と何 か した い と思 い

ま し た。

｢こ れ じゃ あ ､い つ もの ク リ

ス マ ス と同 じだ わ 。 何 か､と く

べ つ よい こ と を した い わ 。 今 年

ク リスマ ス イブに何 を した ら

い いか 考 えなが ら歩 いて い る と､

村 で一 ば ん大 きな家 の前 に 来 ま

した。

｢こ こにすん でい るお じい さ

ん のため に､何 か で きないか し

らdエ レナ は思 い ま した。 お

じい さん はお金 もち で､何 で も

して くれ るめ しつか いが い ま し

た。 で も､と き どきポー チ で見

か け るか お は､さ び しそ うで し

た。エ レナ は､ふ と､そ の家 に

行 ってみ よ う と思 い ま した。 ゆ

う気 を出 して､げ んか ん まで行
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γ

悦びは果 していか ばか りそや

〆

マ リオ ・G・ エケ ベル リ

私 はコロンビア東部の小さな町の出身です・私がこの教
会 を知ってバプテスマを受けたのはその町で、伝道し

ようという望みが生まれたの もそこでした。福音 を受け入

れたのは家で私ひとりでした。

私は自分の伝道の準備 として、ほ とんど毎晩宣教師 と一

緒に働 きました。彼 らにどこへ伝道に行 きたいか と聞かれ

る と、「ベ ネズエラでなければどこでもいい」と答えていま

した。 コロンビア とベネズエラの関係が非常に悪化 してい

た ときで、ベネズエラ人に対 して愛がほとん どなかったの

で、そんなふ うに返事 したのです。

月 日がたって、私は伝道部長から伝道の面接 を受けまし

た。その質問のときに 「兄弟、主 がお召 しになる所は どこ

へで も行 く覚悟ですか」 と聞かれました。私はす ぐさま「は

い」 と答えました。すると伝道部長は身 を乗 り出して私の

目を見つめなが ら、「主があなたをベネズエラに召すと言わ

れて も?」 と聞 きました。私はそのとき、伝道部長は私の

心 をご存知だ と思いましたが、少 ししてか ら、主がお遣わ

し下 さるところならどこへでも行 きます と答えることがで

きました。でも、その ときも心の中では、ベネズエラ人は

とても好きになれない と感 じていました。

やがてある日、大 きな封筒が届 き、その中には……ベネ

ズエラ伝道部への伝道の召 しが入っていました。

その夜、私はひざまず き、ベ ネズエラに行かせないで下

さい と祈 りました。しば らく祈 った後で、どうか助けて下

さい、助けが必要です と言いました。それから立ち上がっ

てあか りをつけ、教義 と聖約 をぱらぱらとめ くり始めると、

'53章に 目が とまりました
。そこには主からの答えがあ りま

した。「見よ、……われ汝の祈 りを聞け り。而 して汝は……

汝の召 と選びと『に就 きて、主なる汝の神 によ りて知 らんこ

.ζを零 め た り。
町
.汝、.長老 とな る わ が 聖 任 を引 き受 け て わが 言 に 従 い 、 信

仰 と悔 改 め と罪 の 赦 し と ま た 按 手 に よ りて 聖 霊 を 受 く る

こ と を説 くべ し。ーま た 汝 は ・・.…・監 督 の任 命 す る 地 に 於 て こ

の教会の代理人となるべ し。

重ねて言 う、わが願 うは終 りまで忍ぶ者のみ救わるるを

汝の知 らんことな りd(教 義 と聖約53：1、3-4、7)

私 は聖典 を閉 じ、再 びひざまず きました。この ときは謙

遜になっていました。涙がほおを熱 くつたい、.私は祈 りの

中で、み旨を求めた私 を許 して下さいと主に願いました。

ベネズエラの方角 を向 き、ワイシャツ とネクタイをつけ

た私の心に大好 きな讃美歌が浮かんできました。

「主によ り語るとき 愛 を語 り得ん

罪の道にさまよう 人を探 し得ん」

(讃美歌100番 「山の上や荒れる海 を」)

私は、救われることの必要な大勢の人たちに出会いまし

た。その中の幾人かは、今では神殿に行 き、ベネズエラの

教会の指導者にな り、自分 自身で も伝道 しているのです。

それは闘いでした。私はそれに勝って、心か ら彼らを愛す

ることを知ったのでした。

私はベ ネズエラ人か ら大きな愛 と満足を受けました。そ

して今、私が どうしてあのぶ どう園に遣わされたのか途わ

かるようになりました。

一番の祝福は
、解任 されてす ぐ後に、母がバプテスマを

受けたことでした。

人を主の王国に導 く者に主が約束 しておられる喜びを、

科は知っています。私は、これがイエス ・キリス トのみ業

だ ということを体験を通 して知 りました。回復された教 え

を待っている大勢の人々に伝 えることは私たちの責任であ

り、そのための一番の道はフルタイムの伝道に出ることだ

とい うことを知っています。イエス ・キリス トのみ名によ

ってお話いたします。9ア ーメン。

(エ ケベ ル リ兄弟 はベ ネ ズエ ラ、カ ラカ スのセ ミナ リー ・イ ンス

テ ィテユー トの指導 主事 であ るも)
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忠実な者 とな りなさ い

七十人第一定 員会会員

レ ック ス ・D・ ビネ ガ ー

1895年5月 の ・ あ るむ し暑 い 昼 下 りが りの こ とだ っ た ・
ふ た りの 宣 教 師 が 、 テ ネ シー 州 ス ミス ビ ル の 近 くに あ

る 、 うっ そ う と木 の生 い 茂 っ た 山道 を登 っ て い た 。 彼 らは 、

町 の 人 々 か ら受 け 入 れ て も ら え なか っ た ため 、 山 あ い の 村

落 に 改 宗 者 を求 め てや って 来 た の だ っ た 。 そ こに 住 む 人 々

は 、 傾 斜 地 の や せ た農 地 を耕 して 生 活 して い た 。 長 老 た ち

は 、 そ こへ 何 の 乗 物 に も乗 らず 、 財 布 も旅 の袋 も持 た ず に 、

た だ 主 の み た ま と 自分 た ち を必 要 と して くれ る人 々 の 好 意

にの み 頼 っ て 、 は る ば る足 を延 ば して 来 た の で あ る。

日 も暮 れ か か っ た 頃 、 そ の 宣 教 師 た ちは 、私 の 祖 父 ハ ー

ビー ・ア ン ダ ー ソ ン ・ビ ネ ガ ー とそ の 若 い 家 族 の 住 む 、粗

末 な小 屋 に到 着 した 。 祖 父 は 以 前 、彼 らの 集 会 へ 行 っ て教

え を聞 き、 彼 ら に 食物 と寝 る場 所 を提 供 す る と約 束 した の

で あ る。 宣 教 師 た ち は 、 そ の 申 し 出 を 心 か ら感 謝 し て受 け

入 れ た。 ハ ー ビー とそ の 家 族 は 、 長 老 た ち と共 に 食 事 を し 、

眠 り、 そ して 生 活 した 。3人 の 子 供 た ち は 屋 根 裏 で 眠 り、

祖 父 母 た ち夫 婦 は小 屋 の 片 隅 の 床 に わ らぶ とん を敷 い て 眠

った 。 そ して 唯 一 のベ ッ ドに は 、 長 老 た ちが 眠 っ た 。 こ の

粗 末 な 山小 屋 の 中 で 、 宣 教 師 た ち は 、祖 父 とそ の 家 族 に 、

イエ ス ・キ リス トの 真 の 福 音 を教 え た の で あ る 。

祖 父 は 、 日記 の 中 に 次 の よ うに 書 い て い る 。

「私 は
、 彼 らの教 え を 入 念 に 研 究 し た 。 そ して 彼 らが 、

地 上 で唯 一 の 真 実 の教 会 の 人 々 で あ る とい う確 信 を得 る に

至 っ た。 そ こで 、1895年5月14日 … …私 た ち夫 婦 は 、 オ ー

ウ ェ ン ・M・ サ ン ダ ー ソ ン長 老 か らバ プ テ スマ を受 け た 。

テ ネ シー 州 デ カ ゴ郡 第7地 区 に あ る ジ ョー ン ズ ミル の 数 ヤ

ー ド上 手 の シ ン ク ク リー クで の こ と で あ っ た
。 しか し、 こ

の た め に 私 の親 戚 か ら大 き な不 平 不 満 が 出 た 。 け れ ど も 、

私 は 天 父 の み こ こ ろ に従 い 続 け た 。 こ の教 えが 神 か らの も

の で あ って 、 人 か ら の もの で な い こ と を知 って い た か ら で

あ るd

約100人 の 人 々 が 、 ハ ー ビー ・ビ ネ ガ ー 、 ジ ョ シー ・ピ.

ネ ガー 夫 妻 の バ プ テ ス マ を 目撃 し た。

この 地 方 の 人 々 の 間 で も、「モ ル モ ン教 」 に 対 す る反 対 の

声 が 起 き て い た 。 ハ ー ビー は 、 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト

教 会 の 会 員 とな っ た こ とで 、本 当 に 幸 福 で あ っ た 。 しか し

彼 の 兄 弟 や 姉 妹 、両 親 や 隣 人 は 、 これ を受 け 入 れ よ う とは

し なか っ た 。.間 も な くハ ー ビー は 、 そ の 地 域 の 中 で も 、家

族 の 中で も遅 か らず 反対 に 直 面 せ ざ る を得 な くな る時 期 の

来 る こ とを認 識 し た 。 当 時 彼 は 警 官 と して 働 い て い た 。 と

こ ろが 、 彼 が 教 会 に加 入 し た こ と を知 っ た依 頼 人 た ち は 、
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彼 との契約 を破棄 して しまった。その中には、彼のいとこ

もいた。

ハービー ・ビネガーの小屋は、幾度 とな く、宣教師たち

の隠れ家 となった。長老たちは、よく祖父を手伝 って、窓

や戸口に板 を打ちつけたものであった。長老たちにタール

を塗 り、羽 をつけると脅 している暴徒 たちか ら身を守るた

めである。

祖父が教会へ入ってか ら4年 の後、当時まだ8歳 の少年

であった私の父が、彼の家族や他の2家 族 と共に、バプテ

スマ会の会場へ と向かっていた。1899年12月3日 のその薄

ら寒い日、祖父は、 自分の年若い娘 と隣の家族あ娘 たちと

にバプテスマを施すことになっていた。一行がレイノルズ

ミルの流れの近 くまで来た とき、馬に乗っだ3人 の男が近

づいて来た。男たちが一行に どこへ行 くのか と尋ねたので、

祖父は、自分 たちの意向を説明した。首謀者らしい男は、

もしバプテスマ会 を行なえば、仲間を大挙 して引き連れて

くると脅迫 した。祖父は、'彼らが何 をしようとも、自分 と

その20人 の一行は、使命 を完全に果たすつ もりである旨、

通告 した。そして祖父の一行 は、レイノルズミルへ と向か

った。

レイノルズミルに到着す ると、一行は、バプテスマのた

めにひっそ りとした場所 を捜 し出した。川の上方の丘には、

木や藪やつたがびっ しりと茂っていた。8歳 になったばか

りの私の父ジョンは、穏やかな流れの中に突き出た砂州の

上に伸びている、倒れかか った木の上に腰 をおろした。こ

の神聖な儀式の一部始終 をしっか りと見るためである。祖

父は、流れの中に入って行 って、適当な深 さの場所 を見つ

け、それか ら祈 りをささげるために川岸まで戻 って来た。

静かな祈 りの最 中、ジョンは、大枝がポキリと折れる音が

聞 こえた。 目を開けて、木の間をぬって丘の上 を急いで見

上げると、そこには、途中で一行を止めた例の男たちの姿

があった。彼 らは、先の脅迫を実行に移すために、仲間を

引き連れてや って来たのだった。その中のひとりは、山積

に した岩のす ぐそばにいて、今 まさに、バプテスマ会 を開

こうとしていた人々の上に投げ落 とそうとしているところ

だった。 と突然、皆の視線が一点に集 まった。暴徒の首謀

者が飼 っている大型の猟犬が、私の父のほんの鼻先のとこ

ろまで走 り寄 って来たのである。年若いジョンは、居丈高

にほえる猟犬 を恐怖にか られて見つめていた。あの男たち

と仲間は、何 としてもバプテスマ会を開かせないつ もりで

あった。 しか し、祖父のビネガーは、雄々 しく会を進めた。

⊂





レ イ ノ ル ズ ミル の 事 件 が あ っ た 頃 の ビ ネ ガ ー 一 家 。 向 か っ て 一

番 右 に座 っ て い る 男 性 が ハ ー ビー ・ア ン ダ ー ソ ン ・ビ ネ ガ ー 。

向 か っ て右 に立 っ て い る女 性 が ジ ョ シ ー ・ビ ネ ガ ー 。 右 側 に 立

っ て い る 少 年 が ジ ョン ・ビネ ガ ー で あ る。

このモルモンの家族たちが、その脅迫にも恐れないの を

見 ると、暴徒 の首謀者は、猟犬をけ しかけて祖父のピネ

ガーにかみつかせようとした。だがこのとき、驚 くべ きこ

とが起こった。その犬が、低いうな り声 を出して、怒った

豚の背中のように毛 を逆立てると、突然、歯をむき出して、

飼い主の方へ向かって行ったのである。そしてのどを目が

けて とびかか り、地面に倒 してしまった。残 りの暴徒たち

は、犬が飼 い主 に とびかか ったのを見て、恐ろしさのあ

まり逃げ出し、また首謀者当人 も腰 を抜かさんばか りで、

やっとの思いで犬か ら逃れると、一 目散に仲間を追いかけ

た。そして犬はなおもその足もとでほえなが らついて行 っ

た。奇跡が起きたのだった。ビネガー家の家族 と、その隣

人たちは、難局か ら救い出されたことを主に感謝 した。そ

の後、バプテスマ会は、何の妨害 もな く続けられた。

その晩、その家族たちは、祖父の家に戻った。 日が暮れ

て山小屋 に闇が迫 る と、迫害者たちはまた群れをなして

襲って来て、私の祖父 とモルモンの友 人たちを脅 そ うと

した。だが、彼 らが門の所から祖父にのの しりの言葉 を浴

びせ ると、祖父は彼らに、主イエス・キリス トのみ名によっ

て立ち去るよう命じた。すると暴徒たちは立ち去 り、二度

と戻ってはこなかった。

私たち家族は、この話 を父や祖父から幾度 となく聞かさ

れた。そしてこの出来事は、何世代に もわたって、ピネガ
ー一族の一人一人に とって、力の源 となってきた。私は、

祖父が主に忠実であったことに感謝の念を抱き、また私 自

身、義は必ず争いや敵対する者に打ち勝つ ということを確

信できるようになった。

私の祖父や祖父と共にいた人々に、義 しい原則に固 く立

つ とい う勇気があったればこそ、主か ら助けを得 ることが

できたのである。そして静かな、また安 らかな強さが彼 ら

の心に与 えられ、勇気 と確信 とをもって、敵対者 と堂々と

渡 り合 うことができたのである。私自身これまで何度か、

祖父の生涯のこの出来事 を思い出して、悪に抗す る強さを

得 たことがある。

私は、祖父の忠実 さと信仰に心か ら感謝 している。祖父

の恐れを知 らぬ勇気は、代々、主に対する信仰 と愛 として

受け継がれ るようになった。この祖父や、その他私の先祖

たちが払って くれた犠牲により、私が現在享受 しているよ

うな、信教の自由やその他様々な自由 という恵み を受ける

ことも可能になったのである。私は、自分 自身 も主に忠実

であることによって、私の祖父に忠実さを示 したいと思 っ

ている。

私たちが主に対 して忠実 であるとい うことを証明する方

法はいろいろある。両親に従順であること、兄弟姉妹 たち

を尊敬す ること、教会の指導者たちに従 うこと、教会の召

しや神権の責任を完全に果たす こと、これらはみなそうで

ある。また、忠実であるということは、国の法律や神の戒

めに従順であ為とい うことでもある。勤め人は毎 日正直に

働 くことによって忠実 さを示 し、雇用主は、正 しく賃金 を

支払 うことによって忠実 さを示す。これも、主に対 して忠

実 であることに関係がある。それは、私たちがお互いに行

な うことは、主に対 して行 なうことだか らである。仲間か

ら悪いことをす るようにそそのかされたときにも正 しいも

のの側に固く立つことである。しか も、真理 と義 を守るた

めに、ただひとりで立たなければならないこともある。

あなた方 も、自分の家族の生涯を調べて、同じように天

父に対 して忠実であった例を捜し出してみるとよい。それ

は、あなた方の力 と勇気の源泉となるこ とだろう。

私たちが皆、私たちの忠実な先祖か ら受けた豊かな遺産

に感謝することができるように、そしてまた、私たちも真

実の信仰 を持って努力を重ね、主に対 して忠実であること

によりこれら気高い先祖たちにも忠実な者 となることがで

きるよう、心か ら祈っている。
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で

宿 屋 騒 動

ダ イナ ・ドナ ヒュ ー

'

一 こ何年 というもの、中西部めある小 さな町でクリスマ
も コ な

ス ・ページェン トの話が出ると、決 まってだれかがウ

ォレス ・パーリングの名前を持 ち出すのです。あの年の恒

例あ生誕劇でのウォレスの熱演は、今 も語 り草になってお

り、あの晩観客の中にいた古顔たちは、あの出来事 を今 も

たびたび思い出しています。

その年、ウ ォレスは9歳 で、本来なら4年 生ですが2年

に在籍 していました。町の人でウォレスが同じ年齢の子に

つ いて行 くのがむずかしいことを知 らない人はだれもいま

せんでした。彼は大柄で格好が悪 く、動作はのろ くて頭の

回転 もにぶかったのです。けれ ど彼は クラスの子供たちか

ら好かれていました。みんな彼よ り小さい子ばか りです。

で もウォレスか ら野球などに入れて と言われると、男の子

たちは困った様子 を隠しようがあ りませんでした。それだ

け1浜 勝敗が大事 ですから。

そんな ときはたいてい、彼 を入れない方法 を考え出すの

ですが、ウォレスはそれでもすねた風 もなくうきうきして、
で

後 に くっつ い て 行 くの で し た 。 ウォレス は い つ で も人 の 役 に

立 つ 子 で 、 に こに こ と気 持 の 良 い 自然 児 、逆 に 言 え ば お 人

好 しで し た 。 年 上 の 男 の 子 た ち が 小 さい 子 た ち を追 い 払 う

と きに 、「い た ら だめ な の?い た って 邪 魔 じゃ な い よ」 と言

うの は いつ も ウ ォ レス で した 。

そ の 年 の ク リス マ ス ・ペ ー ジ ェ ン トで 、 ウ ォ レ ス は 笛 を

持 っ た羊 飼 い に な りた い.とあ こが れ て い ま した が 、 舞 台 監

督 の ラ ンバ ー ド先 生 は 彼 に も っ と重 要 な役 を割 り当 て ま し

た。 あ れ これ 考 え た末 に 、 宿 屋 の 主 人 な らせ りふ が そ うな

い し、 ウ ォ レ ス の 体 格 だ と ヨセ ブ を断 わ る の に 迫 力 が 出 る

だ ろ う と い う考 え で した 。

そ うい うこ とで 、子 供 た ちが 杖 や ひ げや 冠 や 後 光 をつ け

て イ エ ス の 生 誕 劇 を演 じ る町 恒 例 の ク リス マ ス ・ペ ー ジ ェ

ン トに 、 楽 しみ に して い た大 勢 の 観 客 が 集 ま り ま した 。 出

演 者.と観 客 の 中 で 、 そ の 夜 の雰 囲 気 に だ れ より も う っ と り

とな っ た の は ウ ォ レス ・パ ー リン グ で した 。 後 で み ん なが

言 う こ とに は 、 ウ ォ レ ス は舞 台 の そ で に 立 ち尽 くし、 食 い

入 る よ うに劇 を 見 つ め て 、 と き ど きラ ンバ ー ド先 生 が 出番

の 合 図 は まだ な の よ と念 を押 す ほ どだ っ た そ うで す 。

や が て 、 ヨセ ブ が ゆ っ く り とマ リヤ をや さ し く気づ か い

な が ら宿 屋 の 玄 関 に 姿 を現 わ し ま した 。 ヨ セ ブ は 背 景 幕 の

前 に 作 りつ け た 木 の ドア を ドン ドン と ノ ッ ク し ま した。 宿

屋 の 主 人 に 扮 した ウ ォ レ ス が そ こ で 待 っ て い ま し た。

「何 だ ね?」 ウ ォ レ ス は乱 暴 な し ぐさ で ドア を あけ て 言 い

ま した 。

「宿 を捜 して い る ん で す山

「ほ か を捜 しなdウ ォ レ ス は ま っす ぐ前 を見 て 元 気 に 言

い ま した 。 「宿 は い っ ぱ い な ん だd

「ど こ を捜 して もだ め だ っ た の で す 。 遠 い 所 か ら きて と

て も疲 れ て い るん ですd

「こ こ に は あ ん た方 の 部 屋 は な い よdウ ォ レ ス は い か め

しそ うに 見 え ま した 。

「ど うか 、 御 主 人 、 お 願 い で す 。 こ れ は 妻 の マ リヤ で 、

お な か に赤 ち ゃん が い る の で 、 休 む 所 が 必 要 です 。 狭 い所

で 結 構 で す 。 マ リア は とて も疲 れ て い ますd

こ こ でや っ と、宿 屋 の 主 人 は 表 情 を ゆ るめ て 、 マ リヤ を

見 下 ろ し ま し た。 そ こ で長 い 沈 黙 が あ っ て 、観 客 を ち ょっ

とは ら は ら させ ま した 。

「だめ だ
、 ほ か へ 行 き な!」 と、舞 台 裏 の 人 が さ さや き

ま した 。 「だ め だ，」

ウ ォ レス は 無 表 情 に そ の 言 葉 を繰 り返 し ま した 。 「ほ か

ぺ 行 きな!」

ヨセ ブ は 悲 しげ に マ リヤ に 腕 を まわ し、 マ リヤ は頭 を ヨ

セ ブ の 肩 に もたせ か け て 、 一 緒 に 歩 き 出 し ま し た。 で も、

宿 屋 の 主 人 は家 の 中 に 戻 り ませ ん で し た 。 ウ ォ レ ス は 玄

関 口 に 立 っ た ま ま寂 しそ う なふ た りを見 つ め て い ま した 。

口 を あ い て 、心 配 そ うに まゆ を寄せ て 、 目に は 間 違 い な く

涙 が 浮 か ん で い ま した 。

こ の と き突 然 、 そ の ク リスマ ス ・ペ ー ジ ェ ン トは 思 い も

よ らな い方 向 に 発 展 した の です 。

「行 っ ち ゃだ め だ 、 ヨセ ブ 」 ウ ォ レ ス は 叫 び ま した 。「マ

リヤ もお い で!」 ウ ォ レ ス ・パ ー リン グの 顔 は 明 るい ほ ほ

え み に 変 わ りま した 。「僕 の部 屋 に 泊 ま って い い よd

町 の あ る人 た ち は 、 そ のペ ー ジ ェ ン トが 台無 しに な った

と思 い ま した 。 で も そ う思 わ な い 人 た ち もい ま した 。 そ っ、

そ れ は そ れ は 大 勢 の 人 た ち が 、 そ の ク リスマ ス ・ペ ー ジ ェ

ン トは今 ま で 見 た う ち で一 番 素 晴 ら し いペ ー ジ ェ ン トだ と

思 っ た の です 。



カ ミラ'ア イ リ ン グ'キ ン ボ ー ル姉 妹 は ・ 人 を訪 問 して
話をする家庭訪問教師の召しが大好きである。

「まだ少女だった頃、燐 近所の入々が よく家へお しゃべ り

りに来ていました」 と彼女は語る。 「キルティングをした

り、何か仕事 をした りしながら一 日中いる人もいました。

それが親 しくなる機会になった りしましてね、今 ではなつ

か しい思い出です。この頃は昔ほど行 き来 していないので

はないかしら。ですから、家庭訪問がなおのこと楽 しいん

ですよd

キンボール姉妹は50年 来、夫スペンサー ・W・ キンボー

ル大管長の多忙なスケジュールの合間に家庭訪問の約束を

組んできた。キンボール大管長がヨー ロッパや南米、アジ

ア、合衆国国内を旅行するからといって、姉妹が訪問教師

の責任を受けなくてもよいとは考えていない。

「家庭訪問は教会の活動の中で も特に大切で価値がある

と思 うんですよ。全世界の教会員を覆 う傘のようなものだ

と思いますわd、

私はいろんな国で扶助協会の姉妹たちとたびたび話す機

会をいただきました。その方々がワー ド部の会員のお宅に

霊的なメッセージを携 えて伺い姉妹 と話し合い、何か必要

なことがないか どうか様子 を見て くる姿を拝見 してきまし

た。」

訪問教師が物的な援助を行なうことのできる地方が多い

ことを、キンボール姉妹は知 っている。また、訪問 した大

部分の地域では物的欠乏を見なかったが、それで 情緒的

霊的な助け基 必ず必要 なはずです と彼女は語っている。「女
;颪蔵 夏…モれみに百券あ気持 を語したいことが ときどぎ雰バ 　　 がハ
る鞭 」 とキンボール姉妹は言 う。

「教会のあるところ
、全世界でこの活動が行 なわれてい

家庭訪問教師の召 しを楽 しむ

568

キ ンボ ール姉 妹

ゲ リ ー ・ア バ ン ト

(「チ ャ ー チ ・ニ ュー ズ 」 記 者)

ると思 うと、ひとっの家族の ようですね。教会の姉妹たち

の愛が じかに感 じられ ます。

50年以上 も家庭訪問 をして きて思 うのですが、私にとっ

て一番素晴らしい教会活動のひとつが家庭訪問です。本当.

に心か らそ う思います，」

家庭訪問の喜びのひと.つは、一 、と親しくな るニムだと

彼女は言う。キンボール姉妹の現在の同僚はエルマ ・フラ

ンセン姉妹である。

「お互いの関係 を知 り、お互いに感謝 し合い親しくなる

ことは、人生その もののひ とつの縮図です」 とキンボール

姉妹は語った。

また扶助協会に活発でない姉妹がいることは残念です と

も語る。「プログラムに参加できる人な らだれでもきっと、

本当に満足できる活動だということがわかると思います。

大学の学位 を取って も満足はあるでしょうけれど、学位

だけが教育 を受けた印ではないと思います。扶助協会では、

女性がずっと勉強 を続けられるのですd

ワー ド部で15年 間も霊的生活の教師 をしていたキンボー

ル姉妹は、「な漿 三Qよ拙 雌 頃灘 のに一番

そ襲 ンる組鐡1戯 会婦 疹」と語っている。
「女性に自分 を表現す る機会 を与えて くれますもの。勉

強だけでな く、己れを捧げることもできます。扶助協会で

満たされない欲求はない と思います し、与えられない援助

もないと思 うのですd

キンボール姉妹は、自分にとって家庭訪問は学習の場だ

と語る。「思うに、それがこの世にいる目的ではないでしょ

うか。

人は無知でいては救われません。特に福音 と自分の責任

とを知 らな くては救われません。扶助協会は私たちの家族

に対する責任 と自分 自身に対す る責任をよく教えています。

良巳妻._良 臨母轟_良ぬ姑_良 レ・祖母にどうしたらなれる

ゆ と吟う並とが、扶助協会のすべての活動の目標ではない

.，か しゐ 。

それか ら、ど嘉 したム良ぬ伴侶になれ るかもみんなが学

ばな くてはならないことですね。それでもいつ も変わって

行 くし、成長 して行 きます。教育が大切なのです。若い時

代の必要はある領域 に限られていますが、年 を取 るにつれ

て、私たちの必要はずいぶん と変化 しますからd

七と丞コル姉妹は、良い訪問教師になるひ とつの方法は

立派な人になることだと.語る。「私たちは隣人を自分 自身 の

よユ 虹愛 ざなけ九 ばな一ζLませ森 」け虹 ども_自.分 ：の価値を

超ぬ な互 払ば_膝 人に親切にな燕 なレ斗でしようδ一息 分を愛

してい灸と肱 一 オとる五，.で：すα年 中自分：に愛想

をっか レニζ隠る人には 、。2をれがで・ぎませんか ら。

このことは とても大切だ と思います。謙遜に 自分の進歩

に満足することと、自分本位なこととは違 うということ。

自分は最善 を尽 くしていない、もっとできるのにや ってい

ない ということを認識す ることは必要 ですけれ ど、き辺 .り.
一よ一Ω娃 少 」前進す るζとを毎月心がけなければいけません

麹

'
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四福音 書の対観表 騰贈 続く)

第5の'時 期 ：

後 期の ユダヤ にお ける伝道

(「四福音書」第26-28課)

出 来 事 場 所 マ タイ マ ル コ ル カ ヨハ ネ

仮庵の祭て教えを説く エルサ レム 7：11-53

姦淫を犯した女、イエスのもとへ連
れて来られる

エルサ レム 8：1-11

世 の光とな リーつ とな ることの説教 エルサ レム 8：12-30

ユダヤ人に彼らの罪について説く エルサ レム 8：31-59

七 十人、帰る1 ユダヤ 10：17-24

二つの大切な戒め一 良さサマリヤ

入のたとえ話
ユダヤ 10：25-37

マリヤとマルタのもとを訪れる
・

ヘタニヤ 10：38-42

弟子たちに祈リについて教える ユダヤ 11：1-13

お しの悪霊、叱責さ'れ追 い出さ'れる 11：14-36

清めについて説く 11：37-54

群衆に教えを説く一 愚かな金持の
たとえ話

ユダヤ 12：1-59

ガ リラヤ人の殺リく いち しくの

木のたとえ話
ユダヤ 1 13：1-9

生まれつさの盲人を癒す2 エ ルサ レム 9：1-4L

良い羊飼いのたとえ話 ー ルサ レム 10：1-21

宮清め の祭一 一イエス 、メシヤ であ

る ことを宣言する
エルサ レム 10：22-39

.タ ル メ ー ジ 長 老 は も っ と後 期 の 出 来

事 と して い る が 、 正 確 な時 期 は わ か ら

な い 。(「 基 督 イ エ ス 」p.494)

2.タ ル メ ー ジ 長 老 は も っ と早 い 時 期 の

出来 事 と して い る。(「 基 督 イ エ ス」

p.477、 脚 注36)'

b

，

で

第6の 時 期 ：

ベ レァ の 時期

(「四福 音書」第29-31課)
{

出 来 事 場 所 マ タイ マ ル コ ル カ ヨハ ネ

ヨルダンの向こう岸へ行く ・

ヘ レア 10：39-42

安息日に女をいやす1
・

ヘ レア 13：10-17

か らし種の讐1・ ベ レア 13：18-21

エルサ レムへ向かう1 o

ヘ レア 13：22-30

へ ロデ ・アンテ ィバス についての 忠

告1

●

ヘ レア 13：31-35

ラザロの病気の知らせ1
・

ヘ レア 11：1-16

水腫 をわず らっている者 、安 息 日に、

いやされる
・

ヘ レア1 14：1-24

犠牲 について説く1
o

ヘ レア 14：25-35

讐 ：1 ベ レア 15：1-2

いなくなった羊
15：3-7

なくした銀貨 15：8-10

放蕩息子 15：11-32

不正な家令 16：1-13

注 ：イ エス は宮清 め の祭 の と きに捕 え ら

れそ うに な ったの で、 ヨル ダンの向 こ

う岸 す な わちペ レアの地 に退 かれ た。

そ して こ こで約3ヵ 月間教 え を説 き、

大勢 の人 々 を導 か れ た。 この地 方 は、

バ プテス マの ヨハ ネ が以 前 そ の業 を開

始 した所 であ る。

'

.二
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9

出 来 事 場 所 マ タイ マ ル コ ル カ ヨハ ネ

欲 につ いて説く1
◎

ヘ レア 16：14-18

金持 とラザ ロの讐1
o.

ヘ レア 16：19-31

罪 と信仰 について説 く1 ベ レア 17：1-10

ラザ ロ、よみがえる
闘

ヘタ ニヤ 11：17-46

イエスに対する陰謀 エ ルサ レム 11：47-53;

エフライ ムの町へ 向かう エ フライム 11：54

旅 の途 中、10人のらい病 人をいやす1 サ マ リヤ 7：11-19

神の国について説く ガ リラヤ 17：20-37

讐 ： ガ リラヤ

しつこくせがむやもめ2 18：1-8

バリサイ人と取税人 18：9-14
1ヨルダ ンを越えてベ レァ に行 く

9：1-2 10：1

バ リサ イ人、イース を試 みる1
o

ヘ レア 19：3-12 10：2-12

幼な子たちを祝福する1
o

ヘ レア 19：13-15 10： 、13-16 18：15-17

金持の 青年、永遠の生 命について間

う1

o

ヘ レア 19：16-30 10：17-31 18：18-30

ぶ どう園の労働者の讐
0

ヘ レア 20：1-16

十 二使徒 の先 に立 ってエルサ レムへ

向か う ・
ベ レア 20：17-19 10：32-34 18：31-34

ヨハネとヤコブの望み ベ レア 20：20-28 10：35-45

盲人バル テマイ、いやさ'れる(エ リ

コの付近 て)
20：29-34 10：46-52 18：35-43

取税人ザァカイの家に泊まる エ リコ 19：1-10

ミナの讐 エ リコ 19：11-27

エルサレムへ向かう 19：28

多 くの人 々、イエス を捜す エルサ レム 11：55-57

1.タ ル メ ー ジ 長 老 は こ れ らの 出 来 事 を

そ の 著 書 「基 督 イ エ ス 」(pp.5日 一552)

で 取 り上 げ て い る が 、 記 述 の 順 位 よ り

も後 期 に起 こ っ た もの と考 えて い る 。

(P.563)

2.タ ル メ ー ジ 長 老 は、 主 の教 え を説 明

す る都 合 上 、 こ の た と え を他 の た と え

と 共 に 論 じて い る(「 基 督 イ エ ス 」pp.

503-504)が 、 時 期 的 に は この 時 期 の

こ と で あ る と して い る 。

》

で
九

ベ タ ニ ヤ マ リヤ とマル タの住 んで い た村

ナザ レ イエ スの故 郷
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ニ ュ ー ス

七十人第一定員会

七十人第一定員会の設立は、教会 中央 レベ

ルでの神権管理に とってひとつの偉大な道標

となるものであるが、スペンサー ・W・ キン

ボール大管長は、それについて次のように語

っている。 「啓示の中で述べ られている3つ

の管理定員会は、現在教会に課せ られている

多岐にわたる任務 を効果的に処理 し、み業の

急速な進展への対応 を可能にす る。そしてひ'`

いては、主が再びこの地上を訪れ、主の教会

と王国を直接管理される日に向かって備 えを

なす もの となるであろう。

先の半期総大会で行なわれた改組は、教会

の中央レベルでの管理運営につ いて、その必

要事項をすべて充足するものとなる。それは、

啓示により明らかにされているように、必要

に応 じて定員会会貝の数 を大幅に増やすこと

ができるか らである。1835年 に予言者 ジョセ

ブ ・ス ミスに与 えられた教義 と聖約第107章

の啓示が、この大会での改組に関する多くの

疑問に対 して解答を与 えて くれる。

定員会の権能についてはこう書かれている。
「また、福音 を説き異邦人 と全世 界の人々に

対する特別の証人たらんがため 『七十人』召

さる。すなわちか くの如 くこの者たちの天職

に就ける義務は、教会に於ける他の職員らの

義務 と異るな り。

またこの 『七十人』は、今挙げたる十二人

の特別なる証人、すなわち十二使徒 と等しき

権能 を有する定員会 を構成す。

而 して、以上の何れの定員会の為す決議 も、

ごとごとくその一致の挙手によって為 され ざ

るべからず。すなわちこれ ら定貝会の全会員

はその決議 をして耳 いに等 しき効 力、または

有効性あらしめんがため、一人一人皆その決

議 に賛同せ ざるべか らず。

已むを得 ざる事情ある時には、定員会は大

多数の出席 を以て構成するを得d(107：25-

28)

責任についてはこうある。「『七十人』は十

二使徒会すなわち巡回高等評議員会の指揮の

下に教会を設立し、またよろずの国民に於け
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る教会のあらゆる事務 を整理するに主の御名

によりて行い、まず異邦人より始めて次にユ

ダヤ人に及ぼすべ き者たちな りd(34)

さらに、教会の規模の拡大に伴 う定員会会

員の増加についてはこう述べ られている。「ま

た、 『七十人』の数の中より選ばれたる七人

の長あ りてかれらを統轄すべ きことは、 『七

十人』 の神権を示せ る示現による。

この中、第七の長は他の六人の長 を統轄す

べ きものな り。

この七人の長たちは、彼 らの属す る第一の
『七十人』の他に各 『七十人』を選び

、・これ

を統轄すべ きなり。

然る後葡萄 園に於ける働 き必要ならば、ま

た他の 『七十人』 を選ぶこと七十の七倍に達

すべ し。

これ らの 『七十人』は、異邦人より始めて

順次にユダヤ人に至る巡回福音伝道者たるべ

しq」(93-97)

こめ第三の管理定員会の設立は、教会の規

模の拡大 を如実に示す画期的な出来事である。

教会は、暫定的な役職であった十二使徒評議

員会補助の制度 を廃止 し、初 期の啓示に基づ

く本来の組織に返ったわけである。初めて十

二使徒評議員会補助が召されたのは、今か ら

35年 前の1941年 で、以来38名 の補助が召 され

てい る。最初に召された補助で、現在 も教会

幹部 として残っているのは、マ リオン ・G・

ロムニー副管長 と七十人第一定員会会員のア

ルマ ・ソニ長老の2名 だけである。これ ら38

名の補助の中か らは、5名 が副管長に、10名

が十二使徒評議員会会員に召された。

また七十人第一定員会は管理定員会 として

は新 しいが、定貝会を構成す る会員の経歴は

多岐にわた り、教会幹部 としての奉仕期間 も

長い。ちなみに第一定員会会員の教会幹部 と

しての奉仕期間を総計すると305年 、定貝会

会長会(七 十人最高評議員会は今後、七十人

第一定員会会長会 と呼ばれる)だ けでも77年

にも及ぶ。このように、七十人第一定員会は

経験豊富な人々の集まりと言えよう。

二

、

，

ど

乙
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｢私が また眺める と､大 きな都 のエルサ レムを始めその ほかの都

市が 見えナザ レの町もまた見えた。そ して私 はナザ レの町の 中に一

人の処女を見たが､そ れ はまことに色が 自く美 しい処女であ った 。

この時私 は天の開くのを見たが､一 人の天使が天降って きて私の

前 に立ち 『ニーファイよ､汝 は何 が見えるか』 と仰せ にな ったか ら

私 は､一 人の処 女が私 に見える､そ れ はどんな処女にも勝 って美 し

くまた麗 しい処 女である と言 った。

する と天使 は 『見よ､今 汝が見る処女 は肉体 に宿 リたも う神の子

の母である』 と教 えて下さ'った。

私 はそれか らその処女が 『みたま 』 につれて行かれるの を見た。

そ の 処 女 が 『みた ま』 につ れ て 行 かれ て か ら しば ら く して天 使 が 私

に 『見 よ 』 と仰廿 にな った か ら､私 が 眺 め る と､そ の処 女が また 見

え て この た び は一 人の 幼 児 を 抱 い て いたd

(1ニ ー フ ァイ11:13-15､18-20)
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